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は しが き

会長．、徳久銑‘郎

会 ． ？ ． ；、号． ．÷． ． ．、

高等学校教育は今日、ある曲り角にきているといわれる。大学紛争の.あお
’ ,牙 ､． ；← 11，

りが、東京都の公私高校に移って、全国的に大きな関,心の対象になってきた
。 （ ご「ず;･も.・・ ・ “． ，』

ためである。本質的には、紛争の因子は従来から内在していたともいわれる。

入試教育の偏向が高校教育に定着し始めた時､反綾として生じたのである。

高校らしい自由なふんいきの喪失と締めつけへの反抗が、紛争の過程に見ら

れるからであるなどという。

しかし、真相はちがうと現場からの言い分もきこえる。他からの誘導に乗

ぜられた一部高校生の安定のない流行を追う傾向に起因すると見るのである。

「倫理・社会」という科目に対する批判も、すぐなからず存在する。倫社の

時間に、物を考えさせることが紛争への素地を培っているというのである。

いったい、われわれ現場の教師がこうした紛争や3蝉において果してきた

役割は何であったか｡いわれる如き、大きな役割を与えてきたであろうか。

透徹した認識を与え、行動への起爆力を与えるほど有力であったろうか。む
･ , ：

しる数学や英語の緊張を綾和するためのいこいの時間を設定したにすぎない

のではなかったか。

7週年を迎えんとする倫社の将来は多難である。このような時期に都倫研f：

では「倫社の指導内容の精選」という困難な問題と取組み、その研究と討議

の糖華を世に送ることになったことは誠に意義深いことであり、 よろこびに
iレト

たえない。関係者の労を謝すとともに、覚悟をあらたにする次第である。

昭 45． 2． 14
.. ‘；
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I本年度の研究主題と研究組織

研究部長井原茂幸

副部長高野啓一郎

應年度の研究主題】

「倫理社会の指導内容の糖選について」

賊究主題のねらい】
倫社の指導内容については都倫研発足以来問題とされてきたことではある

が、これを研究主題として取上げる機会にめぐ雀れなかった。学習指導要領

に示された指導内容をどのように深化し、それをどの主うに生徒に理解さ姓

るかの研究と工夫に過去5年間が費やされてきたといってもよい｡高校の教

育課程の再検討期を迎え、倫社も漸く反省期を迎えようとしている。 「倫社

の指導内容の精選」の問題は過去の倫社の授業の実践と反省の中から自然に

提起されてきた問題でもある。限られた2単位時間の中で、何をどのような

ねらいの下で取扱うかの問題をめぐって幾多の論議がある。しかし我'々は会

員の先生方の熱心な協力と研究の下にこの困難な問題と取組みたい。そして

倫社を､ひいては高校教育を70年代の将来に向って推進する大きな力とし

たいと念願するものである。

精選の考え方はさ室ざまであるが、大別して(a)人物中心の糖選の考え方、

(b)類型別糖選の考え方、 (c)主題別粘選の考え方、 (d)思想内容の精選の考え方

に分けることができる。これらの考え方を一つに集約することは至って困難
？.く ・ ! ｡ ･

なことであり、またその必要もある浅い。ただ我之はこうした考え方を研究

討議によって深め、いくつかの精選の考え方に基づいて具体的に指導内容を

玄とめてみたいと思う。

既に文部省においても高等学校の教育課程や学習指導要領が再検討され、

その結論が玄とまろうとしている。教育の現場にお､いて授業の実際に取組み、

日夜苦心を払っておられる先生方のこのような地道な研究結果が、上述の改

－4－
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訂の中に反映され生かされることを期待したい。

現在都内の高校では、高校教育の在り方をめぐって授業の内容やねらい、

評価、授業言緬など力輪議を呼んでいる。その中にあって倫社の授業や先生

の果たす役割は誠に大きいものがある。またそうした要望に応えるべく人間

の育成に献身しておられる姿は貴いと思う。私達のこの研究か教育の現場で

よりよい授業の創造のために腐心しておられる先生方の参考になれば幸いで

ある。

【研究組織】

上述の主題の研究を推進するため、①現代社会と人間に関する精選分科会

②思想内容による人物梢選分科会､③主題、類型別糖選分科会の三分科会を

設置し、それぞれの方向から精選の考え方を堀り下げ、その考え方に立って

指導内容を糖選することにした。なお指導要領の改訂に関する問題点を研究

する部会として④特別分科会を設ける。それぞ率の分科会は会員の自主的な

希望に従っ下構成し息それぞれの分科会の研究計画や運営は互選によって選

ばれた2名の世話人があたることになる。なお､都倫研全体の年間研究例会は
. ： . .. ：

4回とし、それぞれの分科会の研究成果を中心に研究を進めていく予定であ

る。本年度の各分科会の世話人および参加者は次の通り。 （○印世話人）

①現代社会と人間についての補選分科会

○高瀬康好 （都立忍岡高） ○小川郵之 （都立向島工）

伊藤政貞 （都立北高） 伊藤駿二郎 （都立忍岡高･）

香川 弘（安田学園高） ノl崎啓介． （都立葛飾商）

木村正雄 （都立戯前工（定） ） 。 塚田哲男 （都立一橋高）

潮 安 （東京女学館） 山口俊治 （都立練馬高）

綿貫 博 （都立小金井工）

②思想内容による人物精選分科会

○渡辺 借 （都立忍岡高） ○佐藤哲男（都立江戸川高）

秋山 明 （都立葛飾野高） 石森 勇（都立竹早高）

－5－
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一

海野省治 （都立江戸川高） 尾崎充昭 （都立南高）

小笠原悦郎 （日大二高） 勝田泰治 （都立本所高）

金井 肇 （都立豊多摩高） 川瀬吉郎 （都立玉川高）

菊地 尭（都立三田高(定）） 小平 茂 （都立両国高）

佐野光代（都立小平高） 鷲見美雄 （都立駒場葛(定））

高橋定夫 （都立板橘高） 田中正彦（都立深川高）

竹内雀さ （都立向丘高(定)） 中村新吉 （都立大山高）

船本治義（都立大崎高） 村松悌二郎． （都立東村山高）

吉沢正晶 （都立羽田工） 吉原広明 （都立羽王高(定））

米田成夫 （都立日｣笹稿(定））

③主題・類型別による鞘選分科会

○沼田俊一（都立府中高） ○寺島甲祐 （都立町田高）

鮎沢真澄 （都立駒場高）． 井原茂幸 （都立小平高）

小川一郎 （都立荻窪高） C9mpri (育英工専）
Gaetano

・ 斉藤 弘（教育大附属高） 坂本清治 （都立白閏高）

佐々木識明 （都立鴬宮高） 高野啓一郎 （洗足学園一高）

永上錘朗 （都立四商） 中村佑二 （都立井草高）

細谷 斉 （都立墨田川高） 増田 信 （都立井草高）

御厨良一（都立赤城台高） 渡辺 武 （都立戸山高）

④4朔ﾘ分科会

○金井 肇 （都立多摩高） ○中村新吉 （都立大山高）

綿貫 博 （都立小金井高） 山口俊治 （都立練馬高）

木村正雄（都立蔵前高） 香川 弘 （安田学園高）

伊藤政貞 （都立北高） 伊藤駿二郎 （都立忍岡高）

聡見美雄（都立駒場高） 渡辺 浩 （都立忍岡高）

小平 克 （都立両国高） 佐滕哲男 （都立江戸川高）

船本治義（都立大崎高） 竹内まさ （都立向丘高(定)）

ゴ

f j

一
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秋山

石森

川願

坂本

沼田

寺島

井原

御厨

永上

中村

(都立葛飾野高）

(都立竹早高）

(都立玉川高）

(都立白鴎高）

(都立府中高）

(・都立町田高）

(都立小平高）

(都立赤城台高）

(都立四谷高）

(都立井草高）

明
勇
郎
治
一
祐
幸
一
朗
二

士
Ｐ
清
俊
甲
茂
良
騨
佑

村松悌二郎

'1､笠原悦郎

佐々木誠明

小川一郎

鮎沢真澄

細浴 斉

高野啓一郎

渡辺 武

増田 信

斉藤 弘

(都立東村山高）
j

（日大二高）

(都立鷲宮高）

(都立荻窪高）

(都立駒場高）

(都立墨田川高》
． ， ＊蕾､j

(洗足学園一高）

(都立戸山高）

(都立井草高）

（都立大附属高）

II本年度の研究経過の概要

齢1回】6月20日（金） 都倫研総会都教育会館

1． 総会（研究主題の決定・今年度の研究計画・予算・決算の承認等）

2． 研究発表

「昭和43年度の研究の総括報告」 都立蹴宮高 佐々木誠明氏

「日本社会の家族的構成について」 都立忍岡高 伊藤駿二郎氏

3．識演「ベプライズムと現代」 東京教育大教授 関根正雄氏

【第2回】7月’日（火） 都倫研例会都立小平高校

1． 研究授業「ヘレニズム時代の考え方」都立小平高 井原茂幸氏

2． 研究討議（研究授業に対する質疑討論）

3． 分科会組織の結成、世話人の選出、分科会年間研究計画の決定等．

4．講演「禅における体験の教育.j 大森曹玄老師

齢3回】 10月24日（金） 都倫研例会都立蔵前工業高校

1． 研究発表「現代社会と人間についての精選」の考え方塚田哲男氏

2．講演「現代の新しい学生像」和光大助教授 生越忠氏

3． 研究授業「職域社会における人間関係」都立蔵前工(定)木村正雄氏

－7－
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陰4回】 ’’月’8日（火）全倫研関東甲信越大会と共催日大二高

1. 研究授業「功禾住義の思想」 日大日高 小笠原悦郎氏

2． :研究討議(研究授業に対する質疑討論）

3． :‘･講演「西洋近世思想の特質」 京都大学教授 野田又夫氏

4.、座談会「倫社の5年間をかえりみる」

聡5回】 1月27日（火） 都倫研究例会 私立育英工専

1． 研究授業「アリストプレスの形而上学」柳穿ガエタノ・コンブリ氏

2． 研究討議（研究授業に対する質疑討論） 、

3．識演「キリスト教における創造の概念｣上智大教授メネシエギ氏

4‘ 濁輪研幹事会

｜

’

l

1 1

・ ：い､. 『 !Ef! . ; .

以上都倫研例会を中心に研究活動の概要を記したが、各分科会にお､ける研

究経過の詳細は以下の分科会研究経過報告にゆずることにするも今年は高校

紛争などのあおりで研究会を獺ととさえ困難な状況が多かったにもかかわ

らず、世話人の方々のご努力と会員の先生方のご熱意で各分科会とも4回程

度の研究会を持つことができたことはよろこびにたえない。

もともと稲選の問題は大変困難な問題であり、この1年間の研究成果によ

って完結するものではないが､日頃研究され工夫されてきた指導内容をどの
W

ような観点から、どのような内容を取り上げ､ ･これをどのよう牝配列すちか

について熱心に討論をくり返し、ここまでまとめ上げることができたことは

お互によい研修であった。勿論これらの中には独創的で個性的な考え方や内

容の曾砺ﾘが多くみられる。こうした研究の成果を土台にしてより充実した授

業への飛躍をはかりたい｡鐙後に各分科会の研究の推進役としてご苦労下さ
LP 甲 ’‘ 心『.： ・

った世話人の方々に対し深く感謝の意を表わすものである。

（研究部長井原茂幸記）

ノ

I

－8－
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Ⅲ研究報
生
ロ

現代社会と人間についての精選1． 第1分科会

(1) 第一分科会研究経過報告

川輝之

瀬康好

小
高

世話人都立向島工業高等学校

世話人都立忍岡高校

〔第1回〕 昭和44年9月5日（金） 於忍岡高校

く研究内容＞

「現代社会と人間」という単元設定において、その教材内容の精選と配列

の問題を検討するには、まずその基本的方向づけについての討議が必要であ

るとの結論に達し、どのような姿勢で精選にのぞむべきかの討論を展開する。

〔第2回〕 昭和44年9月22日（月） 於忍岡高校

く研究内容＞

社会科「倫理・社会」の学習において 「人生観・世界観」の単元とどの

ような関連のもとに「現代社会と人間」の単元内容の学習を展開してゆくか、

その際の問題点など、いろいろ興味ある話題に触れた討論がなされる。

〔第3回〕・ 昭和44年10月7．日（火） 於一橋高校

く研究内容＞

ひとつの試案が提出され、これを軸に研究協議をすすめる。 ！I梢選とは何

か？Ⅱその意義をつかむため、さかのぼって「倫理・社会学習の目標」を検

討するとともに、小学校・中学校にお､ける道徳教育が高校倫社の授業の中で

どのように生きているか？ 童た、どのようなつながりをもっているか？

などについて討議がなされる。
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〔4回〕 昭和44年10月13（月） ．於向島工業高校

く研究内容＞

従来の単元構成における第1単元「人間性の理解」と、第Ⅲ単元「現代社’

会と人間関係」とが、第Ⅱ単元「人生観・世界観」すなわち思想の分野に対

して、どのような意義をもっているのか？ 「人生観・世界観」を学習する

ための導入部分か、それとも教材内容として対等か、その位置づけ、ならび

に価値評価の問題に瞼議が集中し、第1 ･Ⅲ単元と第Ⅱ単元とがどのような

かかわりあいをもつか？両者の教材内餐をどう有機的に関連させるべきか

？両者間の「かけ橋」の必要性が検討され、 「人間性の理解」や「現代社

会と人間関係」の方からのみ、一方的に関連させるのではなく、 「人生観・

世界観」と対等の立場において、相互につながりをつけることが不可欠であ

るとの結論に達した。

付 言

以上のごとき第1分科会の討議は、かならずしも充分ではない。たx問題

点がいくつか発掘されたにとど蚕っており、なお今後、昭和44年10月中

旬以降、 11月下旬にかけて充分な研究討議を継絞する予定であったところ

分科会所属メンバーのうちで忍岡高校はじめ、数校にお､いて紛争がお､こり、

そのために研究会がもてず、やむなく爾後は各個人においてそれぞれ研究を

すすめてゆくことにし、討議を深める機会をもち得ぬ寮ま年末に至ったこと

をご諒承いただきたい。

－10－
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(2) ：｢現代社会と人間についての精選」
の考え方

小

高

世話人都立向島工業高等学校

世話人都立忍岡高等学校

川輝之

瀬康好

教材内容の精選とはなにか？ この問題を考えるには、まず、どのような

姿勢でそれにのぞむかが検討されねばならない。梢選の意義は「倫理・社会

の学習目標.|との関連にお､いて考えられねばならぬところであり、第1分科

会においてはこの教科目の学習目標の明確化からはじめてゆかなければ精選

の意義もつかめないとの見解に立った。もちろん「倫理・社会の学習目標」

はそう間単に論述し得るようなものではないが、すくなくとも次のようには

言えるであろう。まず第一に、人|筒l性や社会について科学的、合理的理解に

立って生徒に思索させることにあるが、それらを通じて単に、道徳性の育成

をはかることだけではなく、第二に、人間としての自己への認識を深め、自

分の人格形成にぉ､いて.、現実の社会のさまざまな問題を建設的に解決し、主

体的な生き方ができるような人生観・世界観を養うことであり、第三に、個

人の成長のためばかりでなく、社会の秩序ある進膿のために寄与しうる自信

と責任感を育てることである。これらを換言すれば､人生や社会の諸問題に

ついて深い関心をもち、人間とはなにか？いかに生きるべきか？をどの問

いかけをもって、 ときには悩み、童た自由に考えることによって人間として

の自分の責任において行動しうる人間、すなわち、自主的な人格をもった人

間として成長するとともに、社会的存在として日常の生活態度を通じて､他

人のために奉仕する人格、社会の秩序ある発展を支えうる人格を形成するこ

とである。

さて、このように学習目標を明確にしたところで、つぎに稲選にのぞむ姿

勢が問題になるｶﾐ、その基本的方向づけとして、

●
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（1） 「現代社会と人間」は人生観・世界観の分野と対等に扱うか。

（2） 「現代社会と人間」は人生観・世界観の分野のため'D導入か。

（3） 「現代社会と人間」は人生観・世界観の分野のまとめか。

（4） 「現代社会と人間」は人生観・世界観の分野の中に適宜いれるか。

この四つの方向が考えられるが、多くの場合学習展開においては(2)の方向か

とられて来ているのが現状であり、人生観・世界観を学習するさいの導入と

いう形では軽く扱われすぎないか。注して(4)の立場を志向するのは、いかに

教材内容の糖選とは言えども、あまりにも教材としての内容を過小評価しす

ぎる憾があるのではないだろうかとの批判がなされた。さきの要望番の趣旨

を充分ふまえたうえで、いろいろ検討を加え論議した結果、結論的には、教

材内容としてもっと第1 ･Ⅲ分野の価値を卒直に認めてよいのではないか。

そのうえで判断すれば、教材内容としての価値は思想の分野と等価値であり

主体性のある立場から検討をくわえる必要がありはしないかとの見解を得た。

すなわち、 「現代社会と人間」において、教材内容の精選にあたる基本的姿

勢の方向づけとしては、 (1)．(3)が共に必要であり、のぞ在しいあり方だとい

うことであり、具体的に表現すれば、思想の分野を学習してみても、本当の

ところ従来Iにおいても、注とめているのは「入間性の理解」と、 「現代社会」

の分野が茜とめているのではないか。実際問題として、 「人生観・世界観」

のところでまとめようとしても困難なことである。したがって「現代社会と

人間」の分野が、思想の分野に対して導入一思想一まとめという位湿づ

けがなされることが価値評価としても妥当なみかたであり、単なる導入では

ありえないと言えよう。このように考えてみれば､「現代社会と人間」の分

野は思想の分野を学習するにあたって不可欠なものであり、人生観・世界観

の学習の下にあえておくと考える必要はないのではないか。人生観・世界観

だけに重点をおいて授業を展開するとなると、奮った<思想史の羅列におわ

り、現代社会に生活しているわれわれとして、思想をどのように現実生活の

なかにとり入れていかし、具体的に学習してゆくか全くできなく･なる。生徒

Ｉ

I

●

－12－

ノ
’L二砧． _ －－ －－ ．－－ .■ローー －．= ロー ュー: . 1. － = .F



の興味は従来でも「人間性の理解」と「現代社会」の分野にか友，強く示さ
、 4

れている。ここをう食〈展開すれば思想の分野の学習がう室<ゆく。この観

点に立って｢人間性の理解」と「現代社会｣のとどろを先に学習し､（この

意味においては思想への導入にちがいないが・ ・ ・)人間への深い洞察と現代

社会の意義をつかむよう充分に興味をもたせたうえで思想を勉強するのでな

ければ意味はない。現代社会を知って、その中でどう生きてゆくのかを考え

てみるべきであり、そのためには現代社会の現状分析が先であろう。その場

合に、 「人間性の理解」のところは、 「人間形成の諸問題」と「青年期の問

題」が当然重点をおいて学習されるべきであり。 「青年期における人格形成

の問題」を中心にとりあげ、Personalityの形成お･エび心理学的に自

己認識を深めることにポイントをおき、 「現代社会」の部分は、現代社会を

理解するうえで客観的な、正しい認識を身につけさせるに必要な最少限の項

目にしぼるべく、この点に糖選のねらいをおくべきとの見解に達した。そし

て「倫理・社会」の学習の展開は「青年期の問題」から出発して、思想の学

習をおわったところで、 「青年期の問題」に再び回帰せねばならない。ある

いはつぎのように考えることも可能ではないだろうか。個人の成長発達の段

階にお､いて、PerSonalityの形成は、ひととおり人類、世界における

思想の展開を学習したあとで、個人の問題に回帰する意味においても、まと

めとしてあとからやってもよいというみかたもなりたつのではないか。

〆

ク

つぎに大切な問題として、従来の第I ･Ⅲ単元が人生観・世界観とうを〈

つながらない、どのように有機的関連をもってつなげるか？ この点に触れ

てみよう。 「人間性の理解」のところで心理学的な視点に立って人間を考察

し、急に思想の分野で価値観の問題として展開することがどうしてもうまく

有機的につながらないこの問題をどうするか？ これは「倫理・社会」の学

習指導をする場合、共通したひとつのなやみであるが、 「人間性の理解」の

ところでは、人間の心理的メカニズムと青年期の問題を中心にとりあげ、人

－13－
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間としての自己への認識をやしなう（内面化して自己を把握する）とともに

人間一般への洞察を深めてゆき、さらに人生観・世界観形成への関心を持つ

､ことを助長することIと重点をおくよう学習が展開されるべきである｡とのさ･j ‘ ． ､

い注意すべきは、青年期の心理的特質を理解することも大切だが、それのみ

に終始せず、ひろく人間としての共感性を養うためには、人間の心理や行動

についての一般的な理解のうえに立って、青年期の問題を考えさせる主うに

留意すべきであり、この場合、とくに青年期の心理的問題のみを取り上げる

のではなく、 （心理学的な観点からの内容は糖選にあたって思い切ってカッ

トしたいとの意見もあった）社会的諸問題をも取り扱い、個人的存在である

と同時に社会的存在としての人間存在の二面性を考察させることによって思

想の分野学習へのみちがひらかれてゆくのではなかろうか。童た、 「現代社

会と人間」について学習したあとで、 「…．ソクラナスの思想は．…」とな

．ると、とれもう蚕〈かみあわない。やはり、現代社会の学習から実存主蕊

マルキシズムあたりにかかわりあいが強く、このあたりから思想の学習に入

ってゆくのも検討してみるべきひとつの方法ではないかとの意見もあり、今

後の興味ある研究課題であろうと思われる。

.最後に卿分科会から人生観･世界観の領域への要望を記してお､きたい｡

思想の分野のウエイ.ﾄをさげることになるかもしれないが、第Ⅱ単元をもう

少しわかりやすくできないものか？第1分科会として思想の分野に対して

この思想家たちはやってほしいといったようなところの指摘と要望、逆に、

思想の分野からは、 「現代社会と人間」に対して、是非扱ってほしい項目を

挙げてもらえば、相互につながりがつくのではないかとの意見もあった。

、
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｢現代社会と人間」の分野の一試案 第一分科会

、

1．人間形成と青年期

（1） 人間形成の要因

（2）人間をとりまく環境

家族・地域・学校・職場・国家・国際社会

文化・階級など

2． 青年期の課題

（1） 自我の発達

（2）社会的諸問題への関心

（3）価値への関心

（4）思想への関心

3． 現代社会と人間存在

（1）科学技術の発達

a組織の巨大化とその問題

b マスコミの発達とその問題
I

c中間層とその意識

d情報化の進行とその問題

（2）大衆社会と人間存在

a人間疎外の状況

b価値の問題

c思想の状況

．人間性の回復

－15－
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(3) 青年期の課題

f ‘｛

都立忍岡高等学校高瀬康好

＜精選の視点＞

第1分科会における糖選の考え方にそって、ここでとりあげる教材内容は

ごく基本的なものにとどめ、人生観、世界観学習への有機的関連という点を

配慮して社会的諸問題その他にも充分視点をおいた構成につとめてみた。

少年期からわかれ、新しい人間性の理想めざして生徒各自が真撃な態度で

とりくむなかから、人生の意義や新しい人生への出発を明確に自覚させたい。

ぐ旨導のねらい＞

(1)人生における青年期の課題とその意義について、笂誰を教えこむという

態度ではなく、生徒各自の体験を通して、内面的に省察を深めつつ人間へ

の洞察に達し、更に、自分自身に対する認識を高めて、個人としての成長

を実現するとともに社会に対しても寄与しうる蜜任感をも培ってゆくよう

配感してゆきたい。

に） 下記にかかげる伝記や文学作品を通して青年期における諸問題を具体的

に自分の場合にむすびつけて考えさせ､.自己への内省を深める一助として

みたい。

＜指導内容> ' l･

(1) 自我の発達 ‘

人間はその成長を内面的にみれば幼年期から少年期にかけて徐々に自我

が形成され、やがて宵年期に達すると思考::．意志・感憎など精神活動が旺

盛になると共に、友人や集団活動を通じてL9.他人との接触範囲も拡大し、

いろいろな経験をすることによって新しい自我がめざめる。こうした青年

期の強い自澱…えにとも表っておこるさをざ主な問題を次項(2)で学習

する社会的諸問題と関連させてとりあげる。

－16－



a心理的発達の側面

イ過渡期 自我の発見にエって特徴づけられる青年期は少年期か

ら壮年期への過渡期として不安定な時期であり、内面的に自己の精神
。 I

構造を確立する大切な課題に直面していることを深く認識させたい。

ロ 自我意識 新しい自我のはたらきにより青年の内部分化が生じ
． .． f , ､ 1

自分と他人を意識して優越感にひたったり、劣等感に悩んだり、ある

いは、自我意識と社会意識、理想と現実などの区別や相違に気づいて
； ．

常に不安や焦燥を感ずると共に、周囲を批判し、権威や伝統に反抗的

になるカミ内的な分裂を経験しつつも、この一致を求めて青年期の矛
L

盾を克服する努力が大切であることに注目させたい。

ハ感情の動揺 疾風怒涛ということばで表現される感情の起伏の

激しさや、異性への関心の高をりによる内的緊張、いろいろな高校生

時代の悩みなどもここでは重要な主題となるが、同時に情緒的緊張や

不安定の原因を内省するだけの力を養うことも必要であり､情操をゆ

たかにする努力も青年期における大切なテーマとして考えさせたい。 ‐

二孤独と友情 自我の意識は青年をして自己の内面の世界にめざ

めさせ、自分の内に深く沈潜させることにより孤独感を味あわせる。
, ．･ I ・

・ との体験とそれに対する梢神的共感や、人格的愛着によってやがて友

情がめばえてくるのであるが、人間相互の連帯性や人間の尊厳性を体

得するうえで、さらに自己の人間性を確立するうえで最も貴重な体験

であり、人間形成に大きな影響を与えるものとして深く考えさせたい。

社会的諸問題

社会的存在としての人間という観点から考察することも必要な課題であ

り、現実社会は換言すれば人間社会にほかならない、個人が日常生活にお

いて自分以外の人といかなる人間的かかわりあいをもつか、その接しかた

人間関係のあり方は肴の人自身の人間観によって左右される。前興1)での

学習に併せて、思想の分野への有機的関連を配慮した学習か必要な部分で
◆■、･ 剣 0
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口ある。

a青年期における可能性

青年期は人生のうちで未来にお､ける豊かな可能性をやどした時期であ

り、その可能性を実現するための基礎的努力の段階とも言える。ここに

おいて青年が課せられた課題は人生の土台を築くために、自分自身の能’ ' 1

力を開発し、個性をのばすあらゆる試練と闘うことをおいてほかにない。

その試練にうち勝つ支えとなるものこそ、その人自身の人生観にほかな

らないといえよう。

b青年と社会

個人の人間形成は現実の社会生活を通してなされるのであり、自己を

，いかに社会に適応させるか、社会人としての成長は重要な課題のひとつ

である。こきでは自分をつねに他人との関係において把握するという点

にポイントをおいて、集団活動への参加、社会に対する正しい客観的な
き ？ .

理解と認識、自分の将来の職業生活、そのための進学や就職の問鼬など

不可欠なテーマになってくるであろう。青年期は雀た自分の人生の大切

な岐路に直面していることを指摘したい。

c世代間の相互理解

人間社会において、穀と子のように異なった世代の間には、考え方や

生き方において相違や対立が生ずる。今日では断絶さえ口にされている。

この矛盾・対立は性急な態度や過激な方法によって解決されるものでは

なく、深い人間的社会の地盤と人間性の尊厳の体験をうしなわないため

には、両世代間の相互理解をふかめる努力が何より大切なものであろう。

(3)価値への関心

a 自己形成と新しい価値感

青年期にめざめた新しい自我は、人生への意欲をもって自己お､エび他

人、さらに社会や文化に対して、さきざま友関心や価値感を生ぜしめる。

このことは青年期における自己形成にとって重要な意味をもっている。
； 、
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b価値の世界
I ; i : : ↑ :

こうして青年がすぐれた自己形成をめざして生きようとするとき、芸

術・学問・宗教・道徳・そのほかスポーツなど自分がうちこむに値する

価値の世界に開眼する。どのような価値の世界に自己の可能性を見出す

か、すぐ・れた文化遺産をどのように自分のものにするか、青年の日々の

生活を生きがいのあるものにする大切な問題と言うべきであろう。

(4) 思想への関心

a青年期と人生観

価値の世界に開眼し、真実を追求したから人生の諸問題にいかに対処

すべきかについて、自分の将来を考えて、みずからの内的世界をみつめ

るとき、そこに人生観・世界観が探求されるようになる。自分自身の生

きがいや死などの問題は青年をして人生のあり方を真剣に考えさせずに

はおかないほどの重大な意味をもってのしかかってくるにちがいない。

b人生の意味の探求

ととにお､いて、 「人生とはなにか」「人間はなんのために生きるのか」

まさに人間にとって自分の生涯かけて追求すべき問題に直面する。この

解答は決して安易に得られるものではなく、自分だけの考えではどうに

もならない。古来、先哲、思想家、宗教家と云われる人たちの教えにそ

のたすけをかりつつ、自分の生涯の課題として生きてゆくべき道なので

ある。

＜参考文献＞

①シュヴァイッァ－選集2「わが生活と思想より」竹山道雄訳白水社

②大トルストイ全集1「少年時代」「青年時代」原久一郎訳中央公論

③現代日本文学館14「友情」 武者小路実篤著文芸春秋

1－
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(4) 大衆社会と人間疎外

都立蔵前工業高等学校木村正雄

＜精選の視点＞ ．
． ． i

倫理思想は、その時代や社会の背景なくしては正しくは理解できない。別

のことばでいえば、その時代や社会がその思想を生みだしたもので、両者は

密接な関係の上になりたっているものである。そこで、現代社会は大衆社会

であるといわれる。即ち、歴史的には近代社会から現代社会への移行過程で、

その社会形態の一様相としてあらわれた大衆化の現象を特徴としており、経

済的には独占資本主義段階での社会の変質した現状をさしている。そこでま

ず大衆社会の成立と特徴を理解させ、さらにその中から必然的に生じてくる

人間疎外の問題を中心にとりあげねばならない。

疎外の問題は、富ずヘーケルの鞘神の疎外からはじ玄り、さらにマルクス

は労働からの疎外をとき、現実的な社会の生活条件の中にそれを求めている。

ハイデプガーは転落的な世界内存在は誘惑的＝慰め的であるとしている。ま

た、ヒューマニズムの立場から務台理作が、組織の面からホワイトが人間の

主体性喪失の危機をのべている。したがってマルクスの疎外感を中心として
グ・？

現在の社会学者がのべているあらゆるものからの疎外についてつけ加えてい

くべきだと思う。

最後に、現代社会における人間性回復の問題をとりあげ、これをどのよう

にうけとめ、どのような方法で考えていったらよいか、人生いかに生〈べき

かという価値の根源にふれていくべきだと考える。結局、現代社会の大衆化

現象を理解させ､人間疎外から人生の価値について深く考えさせ、現実の思

想の状況にふれ、人間性回復の方途について考えさせることである。

＜指導のねらい＞

以上のような視点から大衆社会と人間疎外について理解させ、その現象面

－20－
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をとらえ、その原因と解決方法を追求していく力恕想的観点からも価値の問

題としてもねらいの中に含めていく。そして各自の生徒が主体的にその方途

をさぐる手助けとしたい。(1) 現代社会をどうとらえるか。②人間疎外を

どううけとめるか。 (3) 現在の思想がどう意味をもっているか。(4)人間性

回復のため身近かた問題としてどんなものがあるか。(5) 大衆社会において

価値の問題をどのように追求すべきか。以上の観点から身近かた問題として

HR、生徒会、クラブ活動の不活発さ、高校生の無気力さ、教師と生徒、親

と子の断絶が現在の大衆社会が生みの親であることに気づかせそのような無

味乾燥な社会から脱却し本当に有意義な精神的に豊かな人生を送るにはどう

したらよいかを自覚させ、真に人|剛らしい高い価値観をもって主体的に生き

ていくためにはどう考え実践すべきかを考えさせることをねらいとしたい。

＜指導内容＞

(1)大衆社会・大衆社会とは（定義）近代社会から現代社会への移行過程で

その社会形態の一様相としてあらわれた大衆化の現象に特徴づけられる場

合で、資本の独占的構成および大衆図家といわれる一般的な危機状況にあ

る資本主義社会を分析するための基本的な操作概念の一つである。そして

（成立）19世紀から20世紀にかけて成立し、資本制内部における生産

の社会化を起動因として、 a ・労働者階級を中核とする人口堂のフ・ロレ

タリア化。 b ・アクノロジーの社会化にともなう大鎧生産、大量伝達の

飛躍的な発達。 c ・伝統的社会層別の標準化による政治的平等化が行な

われ、次のような（特徴）の社会を生みだした。 a ・資本主義の高度化

とともに主体性を失った多数の労働者や盤民がその中に組みとまれ歴史の

表面にでてきた。 b・高度の合理化により官僚機構の細分と統制に力点

かおかれ、ホワイトカラーが巨大な組織の中に埋没し非人格化と自己喪失

感をもつにいたった。 c ・大衆民主主義が発達し、大衆は良心と理性を

失い政党は独占資本と結び、法案は官僚によって独占され大衆は孤立化さ

れる。そして大衆を強制的に体制内に編入する。 d .あくなき禾脳への
： k‐
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軋

追求により大蛍生産大量消費され生活様式が画一化される。 e､ ．これ

らの前提となる交通機関の発達と都市化の進展により人間は官僚組織の中

で非人格的となり受動的存在となった｡このような社会での（大衆文化）

は、文化の大衆化平均化をもたらす。これは資本主義的大赴生産方式から

生みたされ営利主義がつらぬかれ、世界観の対立に抵触しない中立性をも
d

J h

・って平均化を招き、さらにセンセーショナルな事件がとりあつかわれる。

これは人間の感覚化を助長し、感覚化は文化の個性を奪い平均化し大衆化

し娯楽化する。そこに廉価本や低俗な週刊誌かよく売れる現象を生みだし

ている。マンハイムやフロムは大衆化が生みだしていく絶えざる危機とア

ノミーの克服を盲目的熱狂や逃畦に求める社会心理に特性を、 リースマン

やミルズは大量生産、消費の結果、つまり権力や生産手段、コミニユケー

シヨン機関の極端な独占が生みだした不感症的なアパシーに社会心理の特

・徴化をみえだそうとし、ヤングは合理性、役割の専問化、接触の非永続性

などの強調は親和性や連帯感情の欠如を示し、個人の孤独、不安感、親密

感の欠如などによって特徴づけられている。その結果、 ミルズはマスメデ

ィアの受身の対象となり、メディアの流す暗示と操作を無気力に口をあけ

て待ちうけている個人の集合にすぎなくなってしまうと、ノイマンはさら

に、ある方向にむかっての大衆化の過程は現代の独裁制の始源をなすもの

であると危機を説明する。

(2) 人間疎外●人間の疎外とは「自己にとってよそよそしい」「別なものに

なる」「自己の譲渡」などといわれ、筋単にいえば人間か非人間化するこ

とである。その疎外現象が社会栂造とのかかわりあいの中でとらえられる

もので、特に近代における疎外は個人が他の人間や自分の周囲の世界に対

してもっぱら利害打算の立場から接し、それらとの間によそよそしい関係

しかもち得なくなって各個人は深い孤独感の中に生き、人々‘は自分自身と

は別の人間になってし奮い自己喪失の状態である。人間疎外はへ－ケルに

よれば、鞘神の疎外であり、疎外を絶対的精神の内部でのできごととし梢

－22－
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神の作った対象力越に糖神を否造しようとする鞘神の発展史の立場にすぎ

ない。フォイエルバッハは、自己の他者が自己を支配するとし、人間の意

識の中に疎外の根源が存在するとしている。マルクスは、これをさらに一

歩進めて人間疎外の根源を現実的な社会の生活条件の中に求め、労働の商

品化を通じて搾取が行われている資本主義社会の生活条件の中にあること

を発見した。との社会の階級的人間関係か必然的に人間の疎外が生みださ

れる。即ち、生産物から疎外され、労働そのものからも疎外されることに

より人間は人間自体からも疎外され人間性を失うと。したがって、疎外の

克服は労働者階級の解放であり、その中に普遍人間的解放がふくまれてい

ると。さらに、務台理作は、人類ヒューマニズムの立場から疎外の根源を

追求し、独占資本主義体制の否定によって人間疎外の克服かなされるとす

る。佐藤智雄は、大衆は常に秋極的にさ室ざ玄な活動に参加することによ

って疎外の克服ができると。パッベン'､イムは、人間疎外の根源を近代の

資本主義社会の構造にもとめ、プンニースの疎外の社会的条件を明かにし

た貢献をたたえ、社会全体を歴史的にとらえることを主張している。一方、

ハイデッカーは、転落的な世界内存在は誘惑的＝慰め的であるとl可時に自

己疎外的である。これは、それ特有のゆれ動きを示してついに、現存在か

自分自身の中に囚われるにいたると実存主義の立場からのべる。結局、疎

外の問題は、マルクス主義の立場と実存主義の立場から、ざらに文化とか

からわせ人間論の立場からとりあげるべきである。

＜参考文献＞

閣代のヒュースニズム」 務台理作 岩波新番 ￥150

硯代における人間疎外』 樺俊雄 未来社 ￥580

ヘ
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(5) 大衆社会と人間存在 ’

安田学園高等学校香川 弘

＜精選の視点＞

「人間は社会的動物である」の言葉を待つまでもないが、人間はその生活

のすべてにおいて一人では存在しない。文化も文明も、時代とともに、社会

の中で膿開し、発達して来た。近世にお､ける一連の市民革命により、 ，9世

紀は、いわゆる教養と財産のある市民階級による民在政治の鰻開された世紀

であったのに対して、 20世紀は大衆社会へと変化した世紀と言えよう。

産業革命は資本主義発展の原動力となって、さらに機械と技術のと童ると

とのない発達と改善をもたらした。それは各種生産機械の進歩のみならず、

交通・通信をどの機械にいたる童で発明改良が相ついだ。特に般近のオート

メーションにより、その結果、製品の品質が均一化し、かつ大量に安価に生

産されるようになった。生産面の発達は当然、消費生活に大きな変化を与え

た｡則ち､大量画一生産は生産ｺｽﾄや製品価格を低下させた結果､一般大

衆の大量消費を可能にした6更にマスコミの発達、人口の都市集中化などの

結果も社会の各層の生活様式が次第に均一化してきた。その結果、大衆社会

と呼ばれる現象が生じた。

今日、社会を構成する人々の生活様式の一般化から、政治．経済．社会な

どの諸問題に対する意識も、次第に類似点をもつようになった。かくして生

じた大衆社会は人間の生活･考え方にどのような影響を与えているか。現代

に生きる我盈はそれから生じた諸問題に直面すべき時期にきている。

＜指導のねらい＞

次の内容から現代社会に生きる人間のあり方を考えさせたい。

('）大衆社会とは何か。如何にして成立したか｡E)人間疎外。 (3)価値観

の動揺（4） 人間性の回復。
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以上について説明を加えると、大衆社会は20世紀に生じたものであるか

らそれにいたる資本主義社会のもとでの体制がどのような影響を与えたか。

玄た大衆社会の特徴とも言うべき、人間疎外が生じ、更に価値観が動揺する

が、更にそこからどうすれば人間性を回復することができるかを考えさせた

い◎

＜指導内容＞

大衆社会とその成立

今日、大衆社会の機能と影響は甚だ大きい。それは、それが20世紀の産物

であり、マンモス的であり、現代において無視できないからである。大衆社

会を出現させた3つの原因からそれらを考えたい。即ち、 a ・経済的条件の

変化。b .政治的状況の過程。c ・文化的発展の諸相があげられる。

aについては、 19世紀末､､欧米にお､ける第2次産業革命による技術の進

歩は独占資本主義そして企業規模の巨大化が生じた。その結果労働人口の増

加を必要とし、都市人口が急増した。生産のにない手である労働者階級は組

合運動と労働政策によって賃金が上昇し、教育の普及と相室って知的・経済

的能力が向上した。それが今日の労働者であり、自家営業・サラリーマンを

中心とした新中間層との間に生活面での差がなくなり、両者が大衆化した。

bについて考えてみよう。 20世紀は大衆民主主義の時代である。階級に

関係なく、すべての人が選挙することで政治に参加できる。この事は大衆が

有権者として同一性と等質性を持っている事であるが、かえって政治的無関

心の傾向が現代社会に見られる。

cはマスーコミとマス＝カルチュアから生じたものである。前世紀の社会

の封鎖性は今日ではマスーコミによって打破された。併し、との機能は娯楽

的・消費的供給伝達機関としての鋤きに重心がかけられている。即ち、大衆

の趣向を考えに入れた商業主義に徹する傾向が強い。玄た、マス＝メディア

は一方においては大衆文化の異常な発展に拍車をかけており、我々はこの画

一的な恩恵を多分に受ける立場におかれている。
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以上から現代の人間は生活の全般において画一化・均一化され、人格的接

触は次第に薄くなっている。そして次第に心理的に孤立した集合体すなわ

ち大衆社会の一員となっている。

人間の疎外

人間の疎外とは何か。ヘーゲルによると粘神が自分でつくり出す対象物に規

定ざれることが「自己疎外」であった。マルクスのいう疎外は他人への隷属

を意味した。今日、この用語はどのような場合をさすか。次の二通りに分け

られると思う。、

a ・「人間どうしがよそよそしくなることである」これについて、 "一例を

都会生活にあてはめると、そこでは自分の住んでいる地域にお､いてすら、隣

人と呼べる実質的交わりなしに、疎遠な生活が行われている。

b .「疎外されるとはある体制からはみ出ることである」つまり、 これは

仲間はずれにされることである。そのような人間は孤独感と同時にアウトサ

イ･グーの意識をもつ、彼らは余計者であるから、無気力・無責任・偏見・放

浪性などの社会心理学上問題になる病的徴候をもつようになる。,。

しかし、一方既存の社会稜序の中で､一応順応していると思われる多くの

人達も、気づかない童蚕に自己を疎外している。換言すれば自分自身の主体

性を失っているのではないだろうか。そこにも問題点がある。

以上の意味での疎外の場として、次があげられよう。

・イ･巨大表組織の中での個人。職場などの第二次集団では、その社会の方

針に従うため、自己主張が困難である。

ロ． ･機械文明（テクノロジー）の発達により､､人間のもつ精神的・主体的

‘ 価値が失われている場合が多い。

ハ・マスーコミによる大衆の画一化、そこにはコマーシャリズムにより人

・ 々の理性的判断をにぶらせようとする。

; :二・現代の大衆民主政治における期待外れ、圧力などからくる人間性の疎

外がある。

’

’

’
I

’

’
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価値観の動揺 （(1 1

大衆社会の成立によって、今日では勤勉・質素．倹約．忍耐．奉仕・正直．

義務などの美徳力軽視される傾向にあるようだ。集団の一員として何事も、

ほどほどに要領よくやるという考え方が鯵透している。職場の機械化によっ

て独創性が発揮できないことも一因であろう。余暇の過し方として気晴じが

求められる。人盈を鷲かせ、興蕪させ、気持ちをまぎらわせる娯楽設備がは

んらんしている。勤勉と節約に代わる快適の原理が大衆の余暇利用そして消

費目的と一致している。

人間性の回復

我‘々が真の幸福を得るためには、内面的なもの、糖神的な志向を高め安定さ

せるために努力することが大切である。現代社会の便利さ、快適さを発展さ

せることは結櫛だが、それらが人間の活力、すなわちレクリエーション的余

暇の利用に向けてほしい。享楽主義のそれではなく、人間性を擁護する高い

働きをもうた過し方である。そのような時間をグループあるいはサークル活

動としてもつならば人間関係改良に役立つ。新しい社会情勢に対応しながら

住みよい社会をつくるために、ふさわしい社会規範をつくる努力.をしよう。

それによって、人間は生きる喜びを味いたい．ものである．。

＜参考文献＞

「社会心理学入門」南 博岩波新譜¥:150

「近代人の疎外」 F･バｯペﾝ,､イム･岩波新番¥150 '

「現代のエスピリ ．人間の疎外」松浪信三郎他至文堂￥380

「講燃．社会学．大衆社会」福武直他東京大学出版会￥380

I
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(6) ヒューマニズムの探求

安東京女学館 潮

＜精選の視点＞

「人間は理性的動物である」が、これを採りあげる場合、理性という点を

強調しがちであるが、人間は動物でもある。チンパンジーや犬猫とも同類の

動物であるということも童た強調すべきである。そこで人間を人間たらしめ

る人間性をいう場合にも、との動物一般に共通する動物的人間性を頭におく

必要がある。それだからこそ人間性には善い面だけでなく、悪い面も出てく

るのである。人間性を伸せという場合には、人間性を人倫的に伸せというこ

とで、これがヒューマニズムである。善い悪いという倫理的価値判断をする

場合には、人間性の大部分が動物的人間性と関係をしているということを頭

におくべきである。これはつまり、この動物的人間性を、教育の場において

いかにして倫理的に伸すかということで、これがヒューマニズの教育におけ

る課題である。そして高校の倫・社は、これを自覚して力をいれるべきであ

るとおもう。そこで、わたしは、 「現代の日本の高校生」のビューマニズム

をどのように育てて行くべきかということが、倫・社の課題であると言いき

ってよいようにおもう。:「現代の日本の社会」に生きている青年中期の若く

生々しい人間性を、特に動物的人間性を、倫理的に、 ということは社会的に

伸すということを課題とすべきだとお､もっている。この意味において、倫・

社、第3節の「現代社会と人間関係」に、 もっとも力を入れるべきだとおも
う。

この節の採りあげたのは、政・経とも関係するが、それが採りあげるよう

な科学的である底に、思想的、思索的であることが必要であるようにおもう。

第2次産業革命を迎えつつある技術刷新に支えられた経済社会の爆発的発展

を見つつ日本社会に躍り出る青年達に、現実の底にもう一層深い生活意識を

－28－
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考えさせ捕えさせることが必要であり、これがこの節の課題であるとおもう。

そしてこの課題を解決するためには、市民社会が極度に発達した西欧、アメ

リカ流の自由主義、 ドイツ、フランス流の実存主義、マルクス、レーニン、

毛沢東と流れて来た中ソの共産主義理念、或は、明治初年以来、日本の先覚

者たちが、封建思想を、百年かかってたしくずして来た過去の努力、これら

のものを十分検討吟味すべきであるとおもう。

わたしが、数年、倫・社の教科書と取り組んで、どうもしっくりしない点

をあげてみよう。まず「人間性の理解」においては、あまりに心理学、生理

学、人間学という学問的立場をぎこちなく重視しているようにおもう。つぎ

に「人生観．世界観」においては、過去の偉人、哲人の人生観．社会観を、

現代の社会と関係づけることなく、哲学的に、きの黄玄で取りあげ、現代の

青年へアプローチするという閻聴がたいへん少いようにおもう。たとえば、

現代青年につながるべき、明治以後の日本の先覚者達の考えかたが甚だ僅か

しか採りあげられてはいないけど、生きている信仰としての現代のキリスト

教や仏教諸派の考えかたが、何一つ述べられていない。マホメット教など、

すがたもあらわしていない。現代世界の一大勢力を知らないでよいのかとお、

もう。

＜指導内容＞

「人間性の理解」についていえば、どの教科醤もずいぶん気を配ってはいる

が、青年期の動物的人間性が、どのようなもので、どのように発達して行く

かということを、生理学的に、心理学的に、人間学的に、今少し〈具体的に

取り組み、生徒自らの心の動き、心身の発達というものを反省させ、自覚さ

せることが必要であり、そのためには質問を十分にし、ディスカッションも

時々いれて授業をすすめるよう気を配っている。これは今後は更に徹底すべ

きだと自認する。

「人生観．世界観」についていえば、どの教科霊も、ここがいちばんでき

が悪いように思う。わたしは、次のような表をつくって、年間を通じて、す

べての生徒に必ず一回各自の所見を述べさせている。
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細

職

軽

雑

哩

●

叩

●

●

●

叩

●

●

●

叩

●

．

．

．

．

一

一
一
一
『

一

’

｜
’

’

’

’

’

’
1

I

I

l
I

l

’
－30－

’

蕊
甸

早

ｂ
Ｏ
ｒ

頚
・
願
壱

Ｐ
４

鵬
鰻
（
ｇ
【
甑
）
遥
拭
竪
昶

鵬
鑛
馬
筵
隅
Ｇ
Ⅲ
）
・
置
拭
三
柾

９

８

凸
■
Ｔ
ｌ
ａ

漁
佃
冷
瀧
馬
寸
練
蕪
逼
瑚

↑
ｐ

溺
繧
塑
會
湘
謡
（
ト
Ⅲ
）
蟹
Ⅸ
三
柾

（
国
題
）
穂
筆
命
圏
）
緯
廉
翼
卿

圧
Ｋ
熱
望
（
函
巴
緯
塀
亀
任

（
律
要
）
狸
望
練
塀
三
柾

（
常
代
１
Ｊ
、
）
針
革
２
順
耐
〃
蔀
代
Ｑ
Ｋ
卜
恥
、
穴

（
骨
田
）
Ｋ
，
卜
順
、
武
纈
塀
逼
卿

丑
ｇ
唖
９
個
順
、
Ｉ
穴
．
這
拭
埋
獅

圧
Ｋ
捧
馴
（
甥
／
ご
紳
塀
墳
卿
，
棒
伽
騨

禦
謹
蚕
昌
拭
埋
昶

忍
廼
唖
蝋
禅
筵
頃
噸
至
週
Ｋ
悪

心
裡
漁
廼
頚
Ｏ
Ｋ
八
本
代
ミ

（
田
顎
）
め
き
捧
蕪
埋
昶

ｌ
蛾
ミ
（
ｋ
ｌ
－
弱
）
（
田
卿
）
盤
津
長
灌

田
皿
Ｑ
御
一
Ｋ
云
舟
（
胃
紅
）
豊
拭
逼
昶

細
め
昨
Ｑ
紳
厘
願
害

当獺： ;：
湘摺
Q¥ ;
咲縄
蝋燭
，“

魚脅
旦晨
筵叶
遊里
Q母
誼裡製
簿心』

鳥篭駕
歸《f、蝉

遁
胡
く
廻
異
祁
騨
照
旦
「
霊
礪

諜
蜘
篭
壌
蝋
潔
〃
湘
釦
屋
１
，
縫
疑
に
瀧
」

Ｐ
も
‐
霞
鍋
く
蝿
や
舛
鯉
禅
無
血

〃
今
窒
偶
押
測
毎
Ｑ
長
侭
Ｑ
牽
至
く
Ｑ
狸
二

遜
至
く
超
瀞
州
州
噛
，
縄

潮
Ｑ
噸
揮
Ｋ
《
鶚
〃
惑
準
Ｑ
終
幽
卜
射
一
群

拝
巽
Ｑ
劇
Ｑ
捧
釧
露
蕪

〃
獺
田
Ｑ
暴
里
鼠
幽
Ｑ
翠
椥
Ｑ
墳
幽
午
睡
剛

曇
駐
Ｑ
謹
至
く
霊
護
皿
Ｑ
必
長
繁
緩
霊
誕
任

逼
謹

Ｑ
無
血
超
呈
哩
ふ
長
紫
緩
辛
迩
味
墾
霊
劃
丑

皿
頚
駅
這

ﾄト

、
。

も

津 ｡

狸

筆

P

八
一
順
流

Ｋ
，
卜
順
、
穴

一
Ｋ
一
汁
・
ｘ
Ｈ
や

感
繍
Ｑ
起
霊
く

ｌ
熟
負

中

凶

偶
喫
荊
Ｑ
圃
任

0

9I＜

凸
の
凸
芋

喫
穏
Ｑ
豐
藝
国

巾
Ｂ
ｐ

侭
・
蝋
榊

Ｑ
く
ト
八
《
許
。

偶
武
榊

Ｑ
燕
一
Ｋ
《
聯
口

Ｋ
入
＊
代
ミ
国

袷
柵
穏
脹
角



◎
灼
造
翻
与
岳
里
程
卦
靭
・
霊
群
凄
・
租
題
針
，
且
凱
曹
時
報
「
恨
侵
吋
榊
Ｑ
壮
図
」
・
型
当
役
長
・
逗
浪
Ｓ
Ｐ
Ｓ
。
］
「
畷
畭
藝
・
環
甜
く
」

ｌ
詞
ミ
（
遜
縣
）
棒
塀
逼
孵
一

癌

塁
湫担
蝋， 損
蝉奴
Q洲
、Q
詞規
ロ蕊
，m
K Q 。

■
■

論．

。
蝿
Ｓ
Ｆ
△
剖
且
侭
逗
や
初
Ｙ

－31－

蓋
謝
壜
鴬

曽
穏
JIq

6

縞
瞳
規
枳
置
慨
三
紅

伽
測
掴
潤
報
遇
〆
駕
昶

イ
李
入
Ｙ

｛
塞
罫
｝

、

違
捧
畏
潅
．

哩
皿
Ａ
”
遥
〆
誕
昶

△
、
妙
。
ｍ
・
南

Ｋ
、
貞
巾
（
蘭
’
一
熟
）
（
無
皇
、
）
墾
韓
嘘
煮
灌

や
帳
寝
禦
Ｑ
趨
割
寵
慨
蝿
剖
且

一
入
侭
逼
塗
栽
鬮
霊
く
蝿
判
且
エ
ミ
侭
陥

穏
騨
冊
Ｋ
喝
Ｑ
凝
蜘
Ｋ
署

廼
塑
潟
禍
再
拝
Ｑ
判
狙
替
・
浬
綱

●

垂
、
超
潮
霊
朴
凄
Ｑ
廼
頚
燕
州
蝋
弾

一
入
侭

《
ミ
長
恥

掛
鯉
Ｑ
無

血
Ｑ
噛
促
筵
唄
閏

④湖
州
蒋
尽
Ｑ
員
”

。
割
本
入

･Y

‐
提
Ｑ

雪倒
。》・蛭
再．噛

周

D 夕

h

Ｋ
，
、
△
「
ｒ

蝋
禅
噛

伝
Ｑ
照
謹
の
弓
周



暇

わたしは古代人は、彼等の環境のなかで、どのような考えかたをせざるを

得なかったか、それが現代社会にいかに関連するか、古代人は、その社会生

活を営むにどのような人間性を重視したかをとりあげている。そこで日本人

のものの考えかたにいちばん密接な関係にある、中国古代人の人間観からは

じめる。段雄をもつ古代中国社会をのぞき見して、孔子、孟子、老子、荘子

などを、その後の歴史に関連づけて、生徒と共に考える。次は仏陀へ進む、

それから、古代ギリシア人の考えかたに移り、イエスの信仰へと進む。わた

しは、ギリシアでは、あ童りに学問的に深入りすることはさけている。むし

ろ、ギリシアのポリスが奴隷をかかえた全体主義的国家で、これを絶対化す

ることにギリシア文化が生れていることに、現代との差異を強調しつつ、彼

等の民主主義を取りあげている。キリスト教は、生の信仰として現代に生き

ている。そこで、ここでは生徒の深い信仰的発表があってたのしい。

ヨーロッパの中世思想、ルネサンス、宗教改革は、その背景の時代を裏

書きするという意味をもつものとして簡単に取り扱う。

さて近代市民社会の発達、そこでは市民としての個人と、これを包む社会

とが問題となる。如何なる人間性がその役割りを果たすか、ここにイギリス

流の経験主義か生れ、大陸型の理性論が生れる。ベーコンの経験主義、デカ

ルトの理性主義、いずれも人間が一本立ちしなければならぬとき自覚すべき

ものと考え、ここから出て一方に、ホップス、 ロック、ルソーらによる社会

契約説他方にカントの実践、理性の尊厳さを理解させる。そしてここにす

でに現代人の倫理観が基礎を置いたことを考える。産業革命を経験した複雑

な社会にあって、これら2つの流れは発展せざるを得ないこと、経験主義は

ベンサム、 ミルの功利主義、アダ．ム・スミスの経済的社会観へと、カントは

国家理念をとくヘーケルヘと発展し、フォイェルバッハ、マルクス、レーニ

ン、毛沢東へと共産主蕊思想として発展すること、ここで＜精選の視点＞で

強調した、最も重要な現代人の考えかたを、十分堀り下げたいとおもってい

る。

－32－
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(7) 人格の発達

都立一橋高等学校塚田哲男

＜謂選の視点＞

倫社の精選についてみると、過多な指導内容、高度な指導内容を、いかに

して少なくするか、わかりやすくするかだけに焦点があてられているように

思われる。これか真の精還であるかどうか、疑問である。教材の糖選は、教

科目の櫛造化論に立脚して、おこなわれるべきものである。そのためには、

倫社をその目標にそって立体的に組立てる思考が第一に必要となる。倫社の

基本的な指導内容はこうしてあらいだされてくる、すなわち糖選されてくる。

これをふ蚕えて、個々の指導内容の構造を分析し、本質知識を抽きだす。本

質知識①把握のうえにたって、倫社の全体をふりかえり、倫社の構造化に無

駄がないかを検討したいものである。

倫社は、人生いかにあるぺきか、人間いかに生きるべきか、を目標にする

科目である。しかし、人間は生まれたときから、人生いかにあるべきかとか、

人間いかに生きるべきかを考えられるものではない。こうしたことに興味と

函'心をもって､自己の人格をみがきあげようとするのは､青年期になってか

らである。それ以前は、遺伝と環境の影霧をつよくうけながら、人格は発達

する。しかし、人間形成のうえで、青年期以前の人格の発達を軽視するわけ

にはいかないbそこで、人間を考えるため、また倫社の導入として、人格の

発達をとりあげた。

＜指導のねらい＞

人間形成は、人格の発達を軸とする。人格の発達は、個人の誕生のときか

らはじ在り、青年期においては糖神を誕生させる。青年期を一大転換期とし

て、個人は自己の人格の完成に意識的にと，くむ。人格の完成への努力は、

典型的な求道者の思索からもわかるように、若い年代からはじまり、一生の

－33－
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課題となる。そして、年老いてから自己の幼少時をふりかえって、今の人生｜

を諦観する。そこで「人格の発達」は、 (1)前期中等教育における人間教育と ’

連繋すること。(2)倫社の導入であり、 しめくくりであること。 (3)青年期以前

の人格の発達は、生物学的要因、社会的要因、行動場面的要因によることに

ねらいをおいて指導する。そして、次のプーマ「青年期の特徴」への橋わた

しとしたい。そうすることによって、倫社を小中高校の人間教育のなかに位

腫づけられるとともに、生徒に青年期にある人間という認識をもたせてもの．

を考えさせるとと力河能となろう。

＜指導内容＞

‘人格の発達

一人の人間がたにかに成功したり、失敗したりすると、世間いつばんは、

:血統がよいからとかわるいからという。玄た人びとは、あの家の環境が好ま

しいからとかよくたいからともいう。このことは、生物学的要因と文化的集

団的要因との影響で人格を発達させていることをしめしている。しかし、と

れ室では、生物学的要因か、社会的要因かといわれ、そのどちらが人格の発

・達に関係するかといわれてきた。人格の発達にかかわりあう要因は「適伝か、

それとも環境か」といった二者択一的なかたちでとらえられるのもではない。

,人格の発達は、いくつかの要因、因子が複雑にからみあうなかですすめられ

ろのであり、一つの因子たとえば環境が作用するときには、別の因子たとえ

ば遺伝も人格の発達に影響をおよぼしている。この好例をJ･Sミルの人格

の発達にみることができる。J･S・ ミルは、わが子を励ます学者の父と、

子どもにふかい慈愛をよせる教養ある母に育てられた。 ミルはすばらしい文

化的環境の刺激で肯くまれた。しかしミルの人格は環境だけで発達したので

はない。環境の刺激によって、 ミルは自分のなかに眠っていた天才という遺

伝を発揮したのである。 ミルは、環境だけで、あるいは遺伝だけで人格を発

達させたのではない。両者が補足しあって、彼の人格を形成したのである。

このことは、人格の発達上、一つの要因がつよまるときには、それ以外の要

Q
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因も作用することを意味している。人格の発達を考察するには、影響をおよ

ぼすそれぞれの要因の重要性を認識することが肝要である。

(1) 生物学的要因の影響

人格の発達に影響をおよぼす生物学的要因の主なものとして、①遺伝的

要因②身体の外観③成熟の速度をあげられる。①遺伝からみていこう。

アメリカの心理学者は、犬など動物には、攻撃的だとか、臆病だとか、神

経質だとか、人なつっこいだとかいう発生的な遺伝が成長してもあらわれ

るというが、人間にはこうした特性があらわれても、どれほど遺伝の影響

によるかは断定しがたいという。人格の特徴は、遺伝された可能性と球境

の力との複雑な交互作用の長い連絡の産物なのであり、個人の社会的学習

に大いに関係する。②顔だち・身長・体重・身体のつりあいといった身体

の外観は発生的にきまってくる。顔だちかよく、身体全体が均衡している

人には自信がみられ、穣極的で社交的であるが、見栄をはったりする。外

観がよくたいと、仲間から歓迎されず、攻撃的になったりするか、また仲

間よりも努力して学業によい成果をあげたりする。③同一年令の者でも、

成熟の遅速により、心理的社会的にかなりちかった人格的特徴をもつ。い

つばんには、成熟の迷い者は情緒的社会的に安定し、仲間から認められる

か、遅い者はこれと逆の現象をおこすことが多い。前者は社会に適応しや

すく、自信や独立心もつよいが、後者は不適応性をしめすことが主〈ある。

生物学的要因が人格におよぼす影響をごく簡単にみてきたが、それは間接
も ▽

的である。

(2)社会的要因の影響

人間は社会的動物といわれ、人間どうし交互作用のなかに存在する。人

格はそういうなかで重大な影響をうけて発達する。どんな文化的集団に個

人が所属するかは、その個人の人格の発達につよく影響する。どんな集団

にも社会規範があり、集団として何を教え学ばせるかを社会統制している。

また文化は個性的な特性．価値・考え方などをもっている。アメリカ文化
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は、子どもに依頼感情をもつことを排し、自主独立を奨励する。早くから ；;:：
、

競争的態度が求められる。中国文化は、依頼感情をあま域排除せず、独立 ：；

も高い評価ではない。人格の発達は社会階級にも大いに影響をうける。さ

戎ざ玄ある社会階級は特有の文化・人生哲学.価値規準．行動様式をもつ

ている。中流階級では言語刺激がさかん友ため知能の発達がよくみられ、

褒美と結びついて学業に熱心であるが、下層階級の子どもは刺激と経験の

機会が少ないため知能の発達は低く、学業を拒否する者もある。中胤蝿級 ボ

では攻撃性や性的表現は抑制されるが、下層階級にはそうした挨が弱いた

め、これをつよく表出する子供かある。人格の発達の上で家族の影響は顕 ‘

箸である｡子供の対人関係の発生の場であり、社会的学習の基礎的場であ 、

るためである。子供は両親から刺激をうけて社会的態度を形成しながら、 ，

社会的学習をする。親のあり方で、攻撃的か穏和か、競争的か協力的か、

肉食か菜食か､知的なものに関心をしめすか無関心か､性的に放縦か厳格｜

か、独立か依頼か、正直か不正直かなどの人格特性を子どもは身につける。

そこで親は、子供を異った型の家庭的雰囲気にひたるエう配慮すべきであ

る。

(3)行動場面的要因

人間はふだんは穏和でも、欲求不満がおとると、一時的に攻撃性をおび

たり、退行したりする。その特性のあらわれは個人特有のものである。

＜参考文献＞

児童心理学 P．H・マツセン岩波番店400円

青年期 勝田．佐山．松田岩波譜店380円

教育心理学入門依田新 有斐閣． 430円

’
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2E 思想内容に蝶ろ人物中心の精選

(1) 第二分科会の研究経過報告

世話人 佐藤哲男

渡辺 浩

＜発足＞都倫研第1回例会の後、約20名の方がメンバー登録された。さ

らに結果的には流動的になったが、東洋思想、西洋思想の部と2手に分かれ

て所属してもらい、作業を進めようということになった。

＜その課題＞今年の第2分科会の課題は「思想内容にエる人物中心の糖選」

ということで、それはある視点から、現在に生きる思想を拾い上け、それに

つながる人物を挙げる。さらにその人物を通して何を生徒に与えるかという

ことにたる。そこで問題点は、④精選の視点、その基準について、拾い上

げられた思想からどの人物を梢選するか、e精選された人物についての指

導内容の糖選、という3点にしぼられ、従って三段階の作業となった。

【第1回例会】9月12日 （忍岡高校）

紛争前で出席良好、盛会であった。小笠原、菊地氏（東洋思想）、金井、中

村氏（西洋思想）よりそれぞれ梢選の試案が示され、それを土台として討議

して行ったが論議の焦点が、鞘選の本質論へと移って活発に意見が交わされ

た。結論として、兎に角、具体的にある思想を採り上げ、それによって人物

を逮び出し、かつ糖選の視点のサンプルをいくつかまとめて見ようというこ

とになった。

陰2回例会】 10月16日 （本所高校）

前会の線に沿って、両国高校の小平氏より「近代科学梢神」という思想のパ

ターンにより人物として、デカルトとベーコンがとり上げられた。そこでは

偏見の除去と科学的思考が強調され、かつ具体的に生徒への指導内容が綿密

に立てられていた。さらに話題は精選の視点へ移り、
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④「世界｣の中における自己のあり方を問う。SeinX,Sollen(舗尭）

＠人間としての生き方について （小平氏）

e自然、社会、自我、絶対者の場への関心のあり方を （菊地氏）

と、以上3つの提案が出された。

鯵3回例会】 11月14日 （深川高校）

前回に続いて、 3つの鞘選の視点を堀り下げたところ、前項の④、、、e案

のうち、、､④案は具体的展開において結局、④案に吸収されるだろうとい

うことで大方の見解の一致を見、これを分科会の精選の視点ということに落

着いた。ただしとの④案におけるSeinからSollenへといういき方に強

硬な異議も出され、そういう考えの方はそれなりに具体的に執筆してもらう、

決して強引に規制するものではないと附加された。

鯵4回例会】 ’2月，，日 （忍岡高校）

具体的に執鐙へと、押しっをったあわただしい雰囲気のうちで2つの作業が

行なわれた。東洋思想の内容を7項目に、西洋思想を’0項目にしぼること。

及びそれにつながる人物を’人乃至2人選ぶことであった、これは可成り大

ナタをふるって進められ、 「との思想は入れるべきだろう」「いやそれでは

精選にならない」、などやり取りがあり、忍耐と妥協で一応の線に落着いた

といえる。

今年の課題から見て、個人の研究と共に分科会の討議、活動が例年以上に重

要視されるべきものであった｡人物、内容の粘選、何れも深く堀り下げなけ

ればならないものであった。ところが秋ごろより深雀つた学校紛争のため例

会の活動にブレーキがかかり、尻すぼみの状態になったのは残念であり、わ

れわれ世話人も紛争のためと,はいえ十分その責を果せなかったことを、お詫
. j

びしておきたい。 ， ‐ （佐藤記）

Ｌ
も

１

日

１

’

I
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(2) 「思想内容による人物中心の精選」
の考え方

世話人 都立江戸川高校佐藤哲男

都立忍岡高校渡辺 浩

本年度の第2分科会の研究テーマは、上記のように「思想内容による人物

中心の精選」についてである。すでに研究経過報告にのべたように、第2分
科会においては、精選の考え方として、 3つの提案がなされた。

①「世界」の中における自己のあり方を問う－SeinよりSolleo'､

（豊多摩高、金井先生）

②人間の生き方を問う（両国高、小平先生）

③自我、絶対者、自然、社会の場への関心のあり方奇問う

（三田高、菊地先生）

これらの3つの視点について、分科会で討議した結果、②案と③案とは、

ともに①案の具体的左展開の中でほぼ吸収されることか明らかとなり、分科

会としては、①案を中心として、精選の考え方をまとめることとなった。

これらの案の他に、いろいろの機会に、分科会の会員にエって発表された

梢選の考え方として、

④人生観．世界観形成への原理的思索を通して、自己と先哲との交わり

を考える（大山高、中村先生）

⑤思想の流れの中心を核としてとらえ、思想の特色を深きほりにする。

したがって一つの思想の流れを代表する思想家に限定する。

（日大二高､小笠原先生）

⑥思想史の上に立って、たえず源流思想を志向する
4 I ． 、

（東村山風村松先生）

これらの試案がそれぞれ具体的なⅢ倫・社の内容構成案!'を伴なって発表

－39－
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、1

されたのであるが､一見して分るように､①~④案は原理的･基礎的な、

'倫.社の指導のねらい'と結びついた精選案であり､⑤⑥案は人物(先哲)｜
をえらぶ場合の、直接的なよりどころを与える精選案といえよう。

そこで①案（金井案）を中心とし、他の諸提案を比較検討して、共通の観 ’

点を組み入れた結果として、つぎのエうな分科会試案を得た。
ｊ
Ｊ
Ｉ

'・精選の原理的な視点

生徒かロ自己の生き方を確立してゆく手がかりを与えるI'ことが倫社指 ’

導のねらいである｡それは生徒自身のうちにあるI'よい人生をめざす願い

にふれてめく '1ものでなくてはならない（小平案と共通）｡しかも生徒自 i

ら見いだしてゆくものでなくてはならない。

それは、自己とは何か、自己のお､かれている世界とは何かを問いかけて

ゆくことによってできると思う。したがって指導のねらいを、自己と世界

の存在についての認識を深め、その上に立って普遍的価値を求める。そこ

から自己の生き方を導かせるということにおきたい。

つ室り、自己のおかれている世界をひととお､り見わたすことによって、

自己の世界への位霞づけができ、その上に立って自己の生き方を確立して

ゆくことをねらう。指導の立場をSeinからSollenへというねらいで通
〃

すということである。

先哲の思想にふれてゆく視点は、以上の基礎的な観点から導かれるもの

と思う。先哲がなぜ自己の問題をとりあげなければならなかったかを、可

能なかぎりその先哲の中に入ってみることにエって、可能なかぎりその先

哲に近い立場に立って、なるべく同じ角度から真理を追求してゆく。その

先哲とともに考えることによって、生徒自身の問題にすることができると

思う。同じ先哲の思想内容でも、視点をはっきりさせて取り扱うことによ

って、罐哉量をへらし、考えさせる学習として取り扱うことができるとい

えよう。
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2.人物（先哲）鞘選の具体的な視点 ' .J.: ･

上に述ぺたような原理的・基礎的な観点から見れば、人生観・世界観につ

ついての指導内容は、思想史体系を教えるのでなく、指導のねらいの達成

に必要なものを糖選しなければならないということになる。

したかうて、人物（先哲）精選の具体的な手続きとして、思想史上の代

表的な思想の系列や分野を重点的に取りあげ、さらにそれらを代表する思

想家一、二を選ぶことが必要となってくる。

その選ばれた先哲の思想（生き方・考え方）を深くほりさげ、その指導

内容を糖選して展開することによって、たんに内容を量的にへらすことが

できるのみでなく、指導のねらいにそった、指導内容の構造化ができると

考えられる。このようにして、

a・思想史の上に立って、代表的な思想の系列・分野を粘遷する。

b、それらを代表する思想家をえらぶ。

この2つの段階を通して、先哲糖選の手順が得られることとなる。

3．糖選内容の分科会試案

上記の視点をふまえ、 「思想内容による人物中心の粘選」について、分

科会で具体的に討議した結果、つぎのような分科会試案を得た。そこで、

この精選された人物について、それぞれ分担をきめ、個女に指導内容の糖

選を研究することとなった。それらについては、それぞれの分担項目にゆ

ずることとする。もちろん、この精選の問題については、実に各人各様の

見方があり、画一的に震とめることは、 とうてい困難な状況である。した

がって、一部にかなりの異輪をかかえながら、最大公約数としてのまとめ

に過ぎないことを了承してほしい。 （渡辺記）
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思想内容による人物中心の緒選試案 第2分科会のまとめ

＜西洋の思紗

I ギリシアの思想･……･………････……･…”

Ⅱキリスト教の思想"･…･…･……．．……‐

Ⅲ近代思想

①経験論…･……･………

②合理論…･…･…………

③啓蒙思想"………………

④ドイツ理想主義…･ ･…

⑤イギリス功矛住義……”

Ⅳ現代思想

①社会主義…………….…

②実存主義……-… -…

③プラグマチズムー……"…

<東洋の思想＞

I インドの思想一仏教の思想
‘ 9 ： ｡ ｡ 。 .

Ⅱ中国の思想．
・ &

①儒教の思想…………………
. ： . ．｡ ､ ，

②道教の思想"…………………

‘と日本の思撞声 …

①日本の仏教思想……….’”

応; ：:②日本の儒教思想……
③国学の思想…………………

④日本の週や思想"………

ｿｸﾗﾃｽ(ﾁﾘ染箆）
イエス●■●

ベーコン（ロック）

…･……･…･･･…･･デカルト

ﾉレソー

カント（ヘーケル）

“ベンサム（.ミル）

．……･･･…･…．．.…．．…･"･………･マルクス

キルケゴール（サルトル）

…デューイ（ジエイムズ）

ﾌﾞッダ

…………孔子

老子~(荘子）

.…親鵡．道元．日蓮

….……….….仁斉・狙挟

･……－．．．…･……--.-..-”官長

諭吉．鑑三・幾太郎

ー●･■｡●｡ー
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(3) ギリシアの思想一ソクラテスー

都立江戸川高等学校海野省治

＜精選の視点＞

現行の倫理・社会の思想の分野においては、各社の教科書のいずれをみて

も、中心人物に限ってみても、 30名程の思想家について述べられている。

年間の授業時数が有限であり、叉思想家の思想内容はとても30～，時間で

終えることのできないことを考えるとき、我々は精選ということを考えざる

を得なくなる。私自身44年度は思想分野を9つのテーマにしぼった。この

際の基本的視点は第2分科会において童とまった視点とほぼ一致する。一言
Z 6

つけ加えておくなら、学ぶ者と思想家のふれあいを考慮したということであ

り、身近な問題を引き出し得る思想内容を、 という点に重きを置いた。こう

･した点を考慮しないなら、倫社の授業内容は只単に「誰れそれかこういうこ

とを言った」だけの次元にとど玄ってしまい、学んだことが自己①一部とな

り、一つのよりどころとなり得なくなってしまうであろう。

以上Cような点を考慮して童ず選んだもCはギリシア思想の中①ソクラテ

スであった。思想というも①には流れのあることを生徒につか蚕せねばなら

ず、その意味でも西洋思想①源流であるギリシア①ソクラテスにはふれねば

ならない。ソクラテスを私は以下Cようにも見る。すなわち、 ソクラナス①

思想①中に人間があらわにたっており、すでにそこにおいて人間①基本的な

生き方が成立していると見る。ソクラテスにおいて問題とされた「ただ生き

るのではなく、いかにしたら善く生きられるか」という点は最も基本的な課

題であったし、叉あるcである。そしてこの課題を追求していく際の他者と

のかかわりあい、すなわち人間関係も問題とされている。いかに生〈べきか

というととの追求が同時に他者とCかかわりあいをどうするかも追求するこ

とにより、これらの点を人間①本性迄明らかにしつつ追求した①がソクラテ
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ー『

スであろう。 ． !:

＜指導のねらい> ､ #W

自分自身について問うことから､社会④中における人間､あるべき姿へと ilili
眼をむけていく方向で整理してみると以下③ｴうになろう｡(')いわゆる｢無1

1, ' 1

知､知｣とはどういうことか､ (21｢無知､知｣に雲ろ方法として､塵婆術と I
はいか定るもcであったか､ (3)｢無知c知｣は出発点で塗｡て､目的とする’
ところは、 「善く生きる.lことであるが、これはどのような生き方か､ (4)社I

＃

会の中の個人①生き方、 ソクラテスにおいて法と正義というも①をどCよう ’’
1

に考え、又ソクラテス自身が生きたか。 ，f；

鮴
『: ：

いずれC項目についても､具体的な例を示しつつ､明らかにしていくこと ,#!'ilj,
i(:

で決して高速友もcではないことを生徒に理解する｡ ,；

＜指導内容＞ ；：K

(1)時代背景について。思想家①思想を語る際に忘れてはならぬことは時代I1
I:

背景である｡倫者は世界史や日本史などと並行して友されるときに最良cI= ！u／

勒暴を発揮す…参る｡しかし現行｡ｶﾘ等-ﾗﾑで腫恩…崎I
かない①で、必要最低限①歴史①流れをふまえる必要があろう。ソクラテ＃

〆に関しては当時､ｱﾃﾅｲ､社会かべﾘｸﾚｭ縛代以後で参り､しが､ II
| i

彼の死の5年前、すなわちB.C、404年にはペロポネソス戦争においIil
lf･

てアテネが負け、そc結果として、アテナイは混乱期であったことをふまルJJ

えねばならない。

(2) 「無知の知」について。後述する対話法（産婆術）により、相手の無知；‘ 」 ！

を自覚させることである。この無知C知ということは、時間を全く超越U；.,・
ル

て現代①我々にもすぐに理解Cできることである。我々が知っていると恩|、

い込んでいることが実際には正確に何一つ理解していないことを悟ること｝』

をいうのであるが、これは実は簡単なことのようで非常にむずかしいこと |｛

たのである。我々は日常龍活の中において、叉思想活動において、常に何‘1

．をどC程度迄正確に理解しているかということを自問自答せねばならぬこ)
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とを「無知の知」ということば力敬えている。しかしながらソクラテスは

「無知①知」という点に目標を置いた①ではなく、そこから出発して有知

に至ることを説いているCである。そして又こc笂聯徳でもあったCだ

（知徳合一）。これについては後述することにしよう。

(3) 産婆術又は対話法について。先にも述べたように無知①知に至る方法が

産婆術であった。これは自分が知っていると思いなしていることの不完全

さを思い知らされ、自ら④思考力によって確実なる正しい知識を獲得する

に至る方法をいうのである。これなどは具体例により示す④がよかろう。

尚と①項目に関してつけ加えておく点としては、 ソクラテス自身も「弁明」

①中で、明らかにしている如く、自己の無知を知らされた人間は、非が自

己c方にあるとは思いつつ、尚その点を明らかにした相手（ソクラテス）

・をにくむようになったということである。と①点などは、人間とはいかな

る性情Cものであるかという点の追求につながることであり、 ソクラテス

④基本的生き方①探究ともなろう。

(4)善く生きるということ。ソクラテスの場合に、善く生きるという善はす

なわち徳ということである。そしてと①徳は値)Cところで少しふれたよう

に、知につながるものであった。そして知が正しく身についたときにそこ

から正しい行為が生れる。すなわち知行合一ということが言えるcである。

この点は一般的に言う理論と実践①一致ということであるbこれは又アリ

‘ ストテレスの究極目標であった「観想的生活」と比較するとよかろう｡｢正

しいこと、そ①他すべて徳にもとずいて行為されるところCもcは、いず

れも善美なるもcである」（メモラピリヤ）とある如く、善く生きるとは

徳すなわち正しい智にもとずいた生き方であったCである。

(5) 法と正義。ソクラテスにおいては最終的にはやはりポリス①人間として

の生き方をアテナイト人に説くことが目標であったのだ｡それ故彼にあっ

ては、人①正しい生き方というも①、すなわちポリテースの正義とは、ポ

リス①法に則っていることであった。クリトン①中では法を擬人化してソ

0

e

一
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クラテスと①対話をなすところがあるが、そこではまず第一に、法という

も①があったなればこそ、人は生存することができ、又教育が施とされる

＠だと説き、それ故に、ポリスが何をなそうとそれに対して反した行為を

なすことが正しいと思うかとソクラテスに問いかけている。しかしながら

同時に、法を選択する余地を残し、又法が善くたいものであるならばそ①

ととを説くことも可能となっていた＠だ。このように法というも①には柔

軟性があることを十分にふ室えつつ、ソクラテスがアプナイに留玄つたと

いうことは、 ソクラテス自身がアテナイ①法に十分満足していたことを証

明することになる。だからこそ裁判において彼に死が宣告されたとき、従

容としてそれに従ったCである。ソクラナスの死は法そcも①に問題があ

ったcではなく、法を十分に理解し、生かせなかった裁判官に問題があっ

たと言わねばならない。とc点などは「弁明」に明らかである。だから、

「悪法も法なり」という彼②死に関する鱗釈はあては食らいといわねばな

らない。彼が裁判官批判をしているところは又、人間の弱さ、無知①知と

いうことを明らかにしているところでもある。五百名もの裁判官がいても

正しさということは単に数によって決めることはできぬということをソク

ラテス①死が明らかにしている。正しさが多数と一致するとは必ずしもい

えぬということ、それを一致させるについては、各人がものごとについて

正確に把握していなければならぬことを物儲づている。との点などは高佼

①日常cホームルーム活動c中などでも十分に考慮せねばならぬ点であろ
うと思う。

＜参考文献＞

「ソクラテス①弁明、クリトン」 岩波文庫他 墓100

「メモラヴイリヤ」 クセノフオン 岩波文庫 ￥150

「ソクラテス」 田中美知太郎 岩波新譜 ￥150
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(4) キリスト教思想

－イエス・パウロを中心として－

都立赤城台高校御厨良一

く精選の視点＞

ロ） ギリシア思想は合理的な思考を通して、人間①:あり方、生き方を探究:し

ていこうとするもCであった。これに対し、キリスト教①人生への姿勢は

人間①理性①限界をはっきり自覚し、自己①内面に巣づくっている罪①意

識にお､①①いた人間が、自己①無力①対極に絶対的存在、全智全能①神を

認め、そ①導きによって人生を生きていくというもCである。 ：.. $､ .:"i:.r

（2） 人間がとる人生への姿勢は千差万別であり、これを類型化することは危

険なことであろう。しかし、あく蚕でも自分の力を信じ、合理的に人生を

わりきっていこうとする生き方と、自分自身へC厳･しい反省のうえにたっ

て、ある絶対的な存在を志向し、祈念しながら生きていく宗教的人生観と

の、 きわだった対照①あることは否定できたい。

（3） 日本人は一般的に言って決して宗教的民族ではなく、また、反対に宗教

・を全く否定する民族でもなかろう。いわば無宗教的である。いいかえれば

絶対的な存在を真険に問い、そc存否の自覚にもとづいた人生観ではない

といえよう。この傾向は生徒にもみられ、宗教を迷信と断定し、あるいは

何となく魅力ある雰囲気に魅せられて、これを盲信する者が､･それぞれ少

数。そして、他c大半の者は無関心、ないしは「必要でもあるし、必要で

も表い」という暖味な態度をとる者が多い。

(4) 絶対者にむかって自己を捨てることが、必らずしも努力の放棄につなが

らないこと、むしろ自己を捨てることが、逆に偉大を実践力と強靭な自信

をもつものであること－いいかれれば、宗教的人生観cもつとのパラ

ト・ツクスを理解させたいと思う。
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ぐ鱒のねらい＞

0） イエス①生涯、歴史上にあらわれたイエス、パイプ・ルに描かれているイ

エスの生涯を通して、イエス像を明確にする。

(2) イエスの描いた神「おそれc神」「裁く神」ではなく、 「愛①神」で

あることを、ユダヤ教の神と①比較において理解させる。 ：､ ．

(3) イエスを信ずる者c生き方＝隣人愛の実践、キリスト教徒が求められる

人生への態度を明らかにする。

(4)本ウロのはなしを2つの役割、 1つは世界伝道を通してキリスト教を世

界の宗教たらしめた実践。第二はキリスト教神学の形成。

ぐ旨導内容＞

(1) イエスc生涯。信仰が神と人との出合いであり、そ①応答からなってい

る以上、ひとによってイエス像はかなりちがったニュアンスをもっている。

ガラリア①ナザレの大工ヨセフの子として生まれ、生涯を貧しい者、悩め

る者④救済に捧げ、ついに十字架上に死んだという歴史上の人物イエスよ

りも、信仰によってとらえられたイエス像こそ大切であろう。と①ことを

”充分ふ玄えたうえで、キリスト教①立場からおとせないこと、それは神と

人間とc媒介として①イエスということであろう。キリスト教のとくアガ

ペの愛は、親驚のとく悪人正義①思想と内容的には同じものであるといっ

て主かろう。しかし、キリスト教ではイエス・キリストを信ずることによ

って得られる愛であり、親驚①いう阿弥陀仏①慈悲は、人間と仏との直接

の交渉であることを充分ふまえる必要があろう。

(2) イエスc描いた神。キリスト教の神は、 1日約聖番では「エホバ」と表現

され、新約聖書では「父」という･名でよばれている。両者は同じ神である

が前者がモーセに啓示された神であり、後者はイエスに啓示された神であ

、るoイエスによって新しい車他性格が明示されたといえ蝉う。

エホバの神は次Cような性格をもつ。 a、神は万物①存在の基底をなす

実在であって、神によって万物は生成された。b･神は人間を含めて万物
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C創造者である。神と万物はこの点で本質的な相違点をもつ。 C・唯一、

最高①神で、エホバに並ぶ神は存在しない。d･ エホバは絶対的実在であ

り、従って永遠的な実在であるが、それと同時に歴史を通じて生きてはた

らく摂理の神である。 e、エホバはそれ故に、時間と空間に制約される物

質的な存在でなく、従って、感覚的にとらえられない霊的な神である。

f・ エホバは民族と個人とを愛し、導き、審き、をた赦すところ①人格神

である。

このような旧約①神に対し、イエスによってさらに啓示され明らかにさ

れた神は、第一に、神は愛する神であること。第二に、神は、 「父」とし

て、人間に対し個人的な親しみをもつ信頼関係にある神であって、民族．

人種①枠をのりこえ、すべてC人間の神とされたこと。第三に、霊である

神を拝するには、霊と真実をもってすべきであって、礼拝④場所や制度な

どの制限は無意味であるということC三点である。（矢内原氏C説による）

(3)隣人典イエスの描いた神c愛は、太陽が万物をあ霞ね<照らすように

すべてC者を平等に惜しみなく愛する神である。迷わない99匹①羊より

迷う一匹①羊に心をいためる神であり、健康な者よりも病に苦しむ者にこ

そ、心をいためる神であった。とCような神①愛をも自分①愛としてすべ

て①者を隣人として愛することが、隣人愛である。それは竜「汝①敵を愛

し、汝らを責める者のために祈れ」という崇高な絶対的な愛の実践を求め

た。そして、と①上うな隣人愛に生きることこそ、神によって義とせらる

る唯-C道であること‘を説いた。

(4) パウロの果した二つ①役割。パウロはイエスやそ①直弟子たちと著しい

相違点をもつ。一つは出生において彼はローマ市民権をもち、ギリシア語

を自由に話し、ストア哲学c素養豊かな文化人であったこと。第二に、ま

ずキリスト教徒C迫害者としてあらわれ、イエスのよびかけによって、熱

心なキリスト教に生まれかわったこと。第三に、他の直弟子たちにくらべ、

激しい気性をもっていること。第四に、その活動拠点がエルサレムでなく、

－49－



驚
馴
慰
驚

蕊

シリアCアンチオキアを中心にしていたこと－の4点である。このよう；

なパウロであったがゆえに、他Cイエス①直弟子たちがユダヤ教徒を対蜘：

とし､そ①律法を守ることを原則としたいわゆる「ユダヤ人キリスト教｣：

、中に生曾ていたのに対し､彼は広くﾍﾚﾆズﾑ世界､異邦人に語りか仇＃ｬ l

律法をこえた福音による救済を約束する福音主義Cキリスト教をとくこど；

・ができた。その布教は「もはや自分が生きているのではない。キリストが:：

自分①うちにあって生きているcである」というイエ・スに対する無条件の：

信仰と愛、そして、それに由来する喜びと自信にうらづけられていた。目：

己を捨てることは自信①喪失ではなく、むしろエリ強い自信①発生である!；

ととをここで理解させたい。

キリスト教が世界宗教に童で進展したCは、パウロの実践④みでなく、 、

そ①背後にあったキリスト教神学、っ富り、パウロがヘレニズムc言葉とi

思考形式によって、イエス①といた信仰を解釈し表現したともいえる神学

c果した役割を忘れてはならない。その神学は、律法を守ることによって

罪の人間は救われることはできないのであって、 イエスの燗罪による救い、

すなわち、十字架の恩寵によって与えられた信仰によって神①国に入るこ

とができると説く。ここに律法をもつユタ･ャ人も、 もたない異邦人も神①

前においては平等であることになった。また、現在はこむ神の子イエスの

降臨によってもたされた神の国①始まりであり、やがてすべてが完成する

・まで、信徒はイエスの苦難にあずかりつつ、そこに救い①喜びを見、希望

をもって倫理的にも正しい信仰生活を送るべきであることをすすめる。
＜参考文献＞ ，

ルナン箸「イエス伝」（岩波文庫200円） 矢内原忠雄箸「イエス伝）

（角ﾉl隣店560円） 矢内原忠雄箸「キリスト教入門」（角川書店

350円）桑田秀延著「キリスト教の人生論」（講談社現代新譜220
円）
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(5) デカル 卜

都立東村山高等学校村松悌二郎

＜精選の視点＞

さき①全倫研①「学習指導要領改定へ①要望書」でも明かであるが、指導

内容か多岐にわたっている点からすれば、その粘選は当然であり、教育内容

の櫛造化が強く要請されよう。織造化とは、少なく教え、多く役だてるもC

でなくてはたるまい。玄た梅棹忠夫氏①「知的生産c技術」によれば、 「今

日学校においては、先生が教えすぎるCである。萩切に、なんでも:かでも、

おしえてし蚕うCである。そこで学生はおしえてもらう‘ことになれて､みず

から学ぶことを知らない」ことになる以上、教室で学習法を習得させること

が大切であるとともに、教師にとって指導方法が一方の要になるということ

である。学習①構造化は、指導方法の改善と相関させなければたらない。

糖選とは、指導内容を深化し、そ④内奥に迫る意味にお､いてとらわれる指

導対象の限定、縮少をさす。したがって、そこに明瞭な視点が存在しなけれ

ばなる蚕い。さた、こうした視点は、教壇に立つもcc責務として、各自が

発見しなければたらぬ哲学でなければならない。私は昭和42年夏の全倫研

大会で①発表以来一貫した視点、学習内容の有機的統一と源流思想とその展

開の形式でc倫社c構成を考えつづけ、実践してきた。と①後者の考え方は、

K・ヤスパースに負うととろが多いが、デカルトも源流思想の展開c西洋の

部に入る。第2分科会は、分科会という制約c中で西洋と･東洋をそれぞれ、

4つと3つに分類したが、こうした大まかな分類を自分なり.に、どのエうに

再構成ﾅるか､都倫研､先生方の個性的考えがと④紀要にはでるのだろう、

事務局をあずかる者として、つい論文c中にも、こんなことがでてしまうの

は、習性化した悲しいさかなCか。
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＜指導のねらい＞

野田叉夫氏はその箸「デカルト」①中で、デカルトc思想に2つの点、 ’

つは、世界を全体として科学的にみたことと、他は、世界を客観的にみるわ

れe9o .というものをつかみ、こ①われがいかに生きるかを徹底した人だと

いってい室す。私は生徒には、なぜデカルトは西洋①、そして近世（近代）

の思想家といえるのかを明瞭にしなければいけないと思いをす。西洋といえ

ば､厚れほど東洋的精神から遠い思想家がほかにいるだろうか｡徹底的な合

理主蕊普遍的な理性c存在を主張した人であるわけですし、近代といえば、

そこにスコラ哲学に別離し、ルネサンス的狂乱をへて、分析的な自我、理性

的自我を徹底して把握しようとした人でもあったわけです。

＜指導内容＞

(1) 方法序説について

方法序説が出版されたのは､ 1637年、デカルト41才のときです。彼

は1649年、 53才でオランダを去り、翌年、 「人の思想も水と同じく凍

ってし室う」スエーデンで客死するわけですcで、晩年を除いて、この本ほ

どデカルト①伝記、歴史的位置づけ、ないしは体系をとらえやすいもCもな

いわけです。しかも、内容を6部に分け読者に読みやすくしている点、また

彼の学問方法論を知る点でも、これほどよい本は他にないといえます。

値） デカルト①歴史的立場

デカルトは，7世紀の人です。したがって、ルネサンス期の思想家に入れ

ないのが通常です。序説第，部は、デカルトの歴史的立場を理解する①に極

めて大切な部分です。神学についていえば、中世スコラ哲学①長い歴史があ

ったわけですが、デカルトは2つの理由からそれをさけようとします。すな

わち信仰とは笂織によって左右されるわけではなく、どんな無矢”人にも門

はひらかれているし、信仰は理性をこえたもCで、啓示宗教は哲学では手に

おえぬからです。そうみると、神学について①デカルトの立場は｢哲学は神

学①侍女である」とするいわゆるスコラ哲学をはなれていきすが、信仰と理

1
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性は別であるというオッカム流スコラ哲学c流れを．くみ、自由意志を重んず

る立場となります。その点でルネサンス的ですが、ルネサンスとはカト

リック教内部の自己批判であって、宗教の立場にたつ再生であるとしたなら

デカルトは自然神学に近く、そ②意味でルネサンスをこえた時代①人といえ

ます。

序説6部の最初に、彼は序説完成①3年前、 1633年ガリレイが宗教裁

判にかけられたことを①ベ、本①出版をとりやめようとしようとしたと譜い

ています。 「世界論」は出版をとりやめ、序説①出版も気がかりになるわけ

です。この方法序説も実は、屈折光学、気象学、幾何学という三試論c序文

であったからです。こうしてみると、デカルト①生きた時代はまことに科学

者にとって受難の時代であったといえ玄しよう。ちなみに、デカルトはコペ

ルニクス、ガリレイとニュートン①中間にあって、力学的宇宙論をとなえた

最初の人であったからです。その片鱗は序説第5部にもうかがい知ることが

できます。

(3) 方法c規則

なぜデカルトは合理主義思想の代表者なのでしょうか。序説第1部④巻頭

に良識すなわち、理性は最も公平に人びとに配分されていて、よく判断し、

真偽を分かつ能力であるといっています。そしてと①理性にたずさわる仕事

以外自分の仕事はない、子供の頃からの考えや、教育、読啓で得たもCは、

すべてを疑ってゆこうと決意するCです。そcために、彼は4つの規則を考

えます。 a ・明蜥でかつ判明友もの以外は自分④判断に入れない。b.研究

対象は多くとも、解きうるために必要な部分に分ける。分析とでもいうもの

でしよ.うか｡ c ・順序をたてて研究する。単純から複雑へという手順です。

d .全体を完全に見通すこと。以上、極めて計画的で、分析的､:科学的に理

性にもとづいて問題解決をしようとするのがデカルトの研究方針でした。そ

うした徹底した合理精神を彼はもっていたわけです。
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仏）道徳観

序説第3部①はじめに、彼は家①改築①とき、住む場所がないと改築期間

に困ってしまう。ちょうどそc王うに道徳法則ができ上る富で行動したいで

すむわけではないことから、自分に対する暫定的道徳を考えをした。

a ・保守主義自槌徳で、法律習慣、宗教を守り穏見な意見をもっとと。

彼は制度など公Cものと、自己①学問方法論を峻別しました。

b .したがって行動においてはきっぱりした態度をとるべきこと。 c ・スト

ア主義的な克己、禁欲が必要となるといっています。つをり思想だけがわれ

われにとって完全に支配できるもcだというCです。彼はソクラテス的倫理

観ににて次cエうにいい在す。 「よく行なうためには、 よく判断すれば足り

る。徳を獲得するためには、できる限りよく判断するだけでたりる」と。

(5) 自我と神

さきにみたように、デカルト①方法④規則を考えてみると、徹底的な合理

主義がありました。したがって、少しでも疑わしいものはすべて疑う必要が

あり童す。しかし疑っても疑えたい存在があるというcです。それは疑って

いる自己だということから、 Cogito ergo sUmという哲学の原理に

達しました。こむさい、われ思うとは疑う、考えると同義で、デカルトは考

えることに理解するという面と意志的な面とを同時に認めた人であり玄す。

さて、疑うというのは認識しているということに比らべ不完全であります。

したがって疑っている私も不完全ですから、完全をもcを考える①には、私

よりも完全なもの、完全さを自分①中に有している存在としての神を考えな

ければならないという点から、神の存在を証明しました。こうしてデカルト

哲学は合理主義にもとずく生得観念へと進み観念論を形成するわけです。

＜参考文献＞

「デカルト」世界①名著野田又夫他中央公論社480円

「デカルト」野田叉夫岩波新香150円
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(6)啓蒙思想 －ルソー一

都立両国高等学校小平 克

＜精選の視点＞

先哲の思想の学習には、 2つの異った学習態度が必要だと思う。 ，っは多

様な先哲の思想をできるかぎり客観的に考察することによって、 より普遍的

友も①の見方を確立することである。これを自己の視野を広げるという意味

で遠心的学習ということができるなら、他は求心的学習といえるもcで、先

哲①思想を自己①おかれた具体的状況①中でとらえ直し、自己省察を通して

自己Cもcの見方を確立することである。倫理・社会の学習①特色は、この

2つの学習を両立させ、対極的に深めながら統一させていくことにあり、そ

①どちらに偏っても正しい倫理・社会②学習とはいえない①ではなかろうか。

このような見地に立って、先哲c糖選①視点を考えると、既成の思想史①

解釈に安易によりかかり、そこで誉とめられる思想類型④代表者を選び出す

より、現代に生きる高校生にとってどのようなもの①見方、考え方が必要な

のかを確かめ、そうした重要を思考形式を明らかにした先哲を、思想の流れ

に位侭づけていく方が、生徒①思考を先哲①思想に結びつけやすい④ではな

いかと思う。生徒の思想に対する関心をよびおこし、生気①かよった授業を

するためには、先哲②パースペクティヴと生徒の関心とが重なり合う部分を

確かめ、そうした問題の解明に先哲の思考形式がどCエうに役立つのかを具

体的に示しながら、そ①先哲①思想更には思想類型の特色を説明していく

方が効果的だと思うからである。

＜指導のねらい＞

ルソーが啓蒙思想を代表する思想家としてとりあげられたのは、民主主義

の原理を明確にした人こそルソーであることを考えれば至当であろう。

民主主義という言葉が多義的に使われて混乱し、虚しきものであるか①よ

一55'一

9

0

’

置一



’

’ うに考えられている今日、彼①主著「社会契約論」にかえって、その真①意

味を問い直すことは、きわめて重要なことだといえる。しかもルソーが提起

した問題は今日においても結着①つかない童をになっているものが多く、そ

れだけに色々な論義を生んでいる。そうした意味でルソーは今日の問題を考

えるためにも、多様友も①の見方を理解し多面的にもcを考える能力を養う

ためにも適切な教材だといえる。

以上の問題意識をもって、私はルソー①授業を、啓蒙思想とは何かを学ば

せるエリ、民主主義とは何かを考えさせることに主眼を瞳いて組立ててみた。

＜指導内容＞

o代表議会制民主主義の検討

ルソーが代表議会制民主主義は議会主権的院内主嬢を生み出す傾向がある

ことを指摘した点をとり上げ、人民主権の概念はルソーが確立したCであり

とc立場からすれば議会ないし行政府はどうあるべきなCかを考えさせ、そ

のような見方が日本国憲法にどCように定着したのかについて触れる。

o多数決原理の検討

民主主義的意思決定とは多数決にあるといわれるが、どうして多数決が正

しいといえるかを検討する。ここでロックが「市民政府論」でど＠ように家

長制限理を批判し、多数決原理を正当づけているかを説明し、 ロックc思想

の重要性を強調する。更に多数決原理が個人尊重④原理と背反するCかとい

う問題を考えさせながら多数決原理①正当性を理解させ、ルソーもと④原理

そCもcを否定しているのではないことを指摘し、どcエうな運用①仕方が

民主主義の形骸化を生むのかを考えさせる。

o－般意志①検討

ルソーが特殊意志、全体意志、一般意志を区別し、意思決定の正当性は一

般意志形成にあることを明らかにした点をとり上げ、一般意志は成員各自が

自己①立場を主張しながら、自己を超えた全体の立場に立たねば成り立たぬ

ことを理解させる。そして、クラス、クラス、生徒会などの討瞼と意志決定

1
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が一般意志を生みだす方向でなされているかを考えさせる。

o国家における一般意志成立条件①検討

一般意志①成立条件として、社会集団の同質性、部分的団体①排除、成員

各自c自律性、情報①公開などが挙げられるが、国家Cエうに階級という異

質的集団を内包する組繊では一般意志は成り立ち得るCかどうかを考えさせ

る。そして、法の体系をトラシマコス①「正義は強者①矛姓である」という

論理だけで説明しきれるCか、カリクレス流C「正義は弱者①利益.lである

という見方があては童る而もあるCではないかということを考えさせたから

現代国家にお､いても理念的には一般意志は成り立っているとみるべきであっ

て、政治はこの一般意志に準拠して行なわれなければならないとするのが本

来①法治主義①意味であることを理解させる。更に一般意志を成り立たせる

実体として民族②問題が最近注目され、そ①民族と階級を国家論①中にどう

位置づけるかをめく・って意見①対立があることも簡単に触れておく。

oルソー①直接民主主義についてC検討 ・

ルソーc「社会契約論」の論述は、一方に人民主権①立場を主張しながら、

他方国家を一般意志①具現体とみることによって、国家主権①絶対性を強調

するという二律背反的簿造をもっているが、こC対立する二つ④権力を結び

つける制度として定期集会を重視している。市民①政治への直接参加を保障

するこCような制度を現代①巨大化した国家組識の中に持ち込むことができ

るかということは、現実的な立場から考えてみなくてはならぬ問題である。

と①ととは、ルソー自身、彼C櫛想を実現する国家は大国であってはならな

いと断っていること、実際にはスイスの地方カントン、アメリカ①地域共同

体にしか成立していないことなども考えてみて、非現実性を意味するのか、

､しないCか、直接民主主義的制度として定期集会以外にどのようなも①があ

るのか、そうした制度が日本国憲法にどのように取り入れられているCか、

などを考えながら、ルソー①直接民主主義①現代政治における意味を検討さ

せる。更に、真①民主主装を形成するために、代表議会制民主主装と直接民
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主主義とをどCエうに結びつけたらよいかという問題について色々な論議が

成り立っているが、結局は後者を前者の補完物とみるロック的立場と、前者

を後者の補完物とみるルソー的立場に分けられることもつけ加える。

o民主主義を支える個人c問題①検討

民主主義社会をいかにして形成するかという問題をつきつめていくと、代

表議会制民主主義①場合はもとエリ、直接民主主義をとり入れようとする場

合であっても、個人尊重①原理と自律の原理に洲楯するということを理解さ

せる。例えば直接民主主義的制度として注目されるフランスc国民投票レフ

ェレンダム①場合でも、権力者が大衆心理を逆用し、立篭的制限を破壊した

人民投票プレピシット的使用の可能性cあることを思えば、民主主義とは制

度①問題であるだけでなくモラルの問題であることがわかる。このことから

何故にカントの思想がルソー①思想の発展として成立し自律の原理を明らか

にしたCかを説明し、次時cカントc人格主義の授業との関連づけをしてお、

〈。

＜まとめ＞

との授業は民主主義とは何かをできるだけ生徒に考えさせるということに

主眼をおき、教師の説明は考える資料を提供するにとどめるよう配慮したつ

もりである。これは授業法もルソーC思想をもって組み立てようとしたため

で、生徒にもこうした授業c仕方が「エミール」で述べてひるルソー①教育

的立場なCだということを説明し、 「エミール」の紹介をしたらよいと思う

＜参考文献＞

｢ルソー研知桑言武夫編岩波番店¥1000

｢現代デモクラシー①思想と行動」宮田光雄箸展望10月号 ’69

｢代表民主主義の難問」市井三郎著朝日ジャーナル 8． 24号 ’69
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(7) イギリス功利主義一ベンサムー

都立東高等学校杉原 安

く精選の視点＞

今年①元旦①新聞は、それぞれに思い思いC趣向をこらしていたが共通に

狩徴的だったことは、物質文明と精神文明のバランスを人間C幸福に視点を

おいて論じていたことだ。それは1970年代①幕明けという意味もあった

のだろうが、 とにかく科学技術①発達が高度経済成長を促し、物質的な豊か

さを提供してきたことにもある。しかしその反面、新たに生じたヒズミの為

に人間の幸福がそこなわれていることも串実である。先日発表された「新経

済社会発展計画」①原案によると、今後70年代の青写真を11国際化へ①対

応Ⅱと 11国民生活C充実11においている。したがって福祉国家①埜盤づくり

高福祉①問題は亜婆な課題である。そこで従来①GNP(国民総生産）①趾

的拡大か、個'《《人C幸福に直ちにつながるという素朴な信f肋､ら、質的な拡

大、梢神的な豊かさの面が人々の生きがいとして大きく浮かび上がるである
●

う。戦後20余年、今日民主主義的な意識は形式的には定着したといえる。

即ち自由とか平等とかいうことは観念としては頭に入っている。しかし人|割

の主体的な生き方の問題としては、玄だ叢だ不十分である｡街の嘗店に山積

している人生観．世界観の幾物が象徴しているように、人間いかに生きるぺ

きか②価値観が共存し、対立し、多極化し、分散化しているといえる。この‘

ことは、今後わが国の経済かます蜜す発股し、高度化し、脱工業化社会、情

報化社会へ入っていくにつれて大きくなると思われる。つ戎り確実な価値観

が存在しないときに、感覚的な欲望の充足にそC拠り所を求めている現代の

動向は当然である。

私がここにイギリスの功利主義およびベンサムをとり上げたのは、上記の

現代との関り合いからである。彼①産業革命という背景の中で展開された思

一59－
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想、イギリス経験論の流れをくむ自然主義的な人間観、快楽計算にみられる

感情①指標化④問題、およびロ最大多数の最大幸福11に示される個と全体と

の謂和等盈は、当今c問題を追求する倫理学として疑問はあるが、今日の国

家が福祉国家を理念としている限りわれわれに示唆する所が多いと思う。
ぐ旨導のねらい＞

ペンサム．を通して功矛住義①思想を次のような視点から取り上げ、生徒①

人生観の確立の資としたい。 ロ）功利主義は何を狙いとして発生したか。

(2)功永住義の功利ということ①意味。(3) 人間の本性をいかに考えたか。

(4)快楽（幸福)c指銅上の問題。 (5) 個人と社会との調和の問題。(6)価
値判断における動機と結果の問題。

なお、生徒の現実との結びつきについて若干補足するとも全倫研の11生徒c

意識調査11 (紀要第2集）によれば、大多数④生徒は11一生自分自身を見つ
め、よいものをとり入れ、自分を豊かにしていきたい、 と妥当な人生観、世

界観を示しているが、他方ロ今Cような社会では自分の生き方を真剣に考え

てみてもはじ寅らない。要は要領よく生きることだII (都会地の男子で10

兇強）との所謂ドライな、あるいは功利的な考え方を示している。このこと

は生徒の日常の言軌行動などからみてもかなりを風潮ともいえる。そこで

ペンサムを通して真に功矛住鍵ということを理解させ、よりよく生きる手懸
かりとさせたい。

ぐ旨導内容＞

イギリス功矛住装の社会的背景

まず産業革命(1760～70年代）後④資本主義確立期①イギリス①代

表的な社会思想である功利主義成立②背鐙をみてみたい。第一にニュートン

力学を中心とする自然科学④めさ室しい発達により、経験的事実に出発する

物体に関する学問の方法を、糖神に関する学問に適用し、個人①知覚、印象、

観念などの経験的な事実から出発させなければならないとした。つまり、道

徳哲学(M6ral phi losophy)を輔密科学(exact science)
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たらしめ、人間行為に客観的な価値判断c基準を提供したいとc願いがこめ

られていた。第二にアダム・スミスがそ①箸「国富論」④中で、各人①矛睦

の追求は社会全体に禾蟠と幸福をもたらすと言っていたように、 18世紀に

おいては個人の幸福c追求と社会の福祉c増大とは一致していたが、産業革

命c結果、生産力が飛躍的に発展し少数①豊かな資本家階級と無数の貧しい

労働者が発生し、両者の不一致が現実化してきた。と＠ような状勢①中でラ

ック・イト運動(LuditeMovement)社会主義の思想が生ずるが、功利

主義の思想は個と全休と①一致を人為的に調和させることを意図していた。

人為的利害一致説( 1he theory of arti ficial ident ity

of interests)といえる。アダム・スミスの場合は同感により自然に

利害が一致するとしていた。

功利主義ということ。

功利という言葉について①感想を生徒に聞いてみたらⅡ高利11だという者

がいた。確かにシェークスピア①喜劇11ウェニス①商人wC中①ユタ･ヤ人シ

ャイロツクを思いうかべる。しかし、これはそ①訳が適切を得ていなかった

のであって、功利(ut i l ity)は効用、実用、実益などである行為に役立

つことを意味する。功禾住義は広義においては、感覚的快楽に最高①価値を

おくヘドニズム(Hedonism)を含むが、今ここでは狭義の意味で、ベン

サムによる個人①快楽、幸福を最高の価値とすると同時に、社会の成員の快

楽、幸福の最大を追求する考え方である。そしてこれは今日④イギリスでも

強い。

ベンサムの道徳思想について 、

彼の道徳思想はその主署「道徳及び立法①原理序論」c冒頭に述べられて
‘ ！

論によって結論を得るが、人間が快苦で動かされている限りそ①法則（結論）

は普遍妥当性をもつとしている。即ち'1自然は人類を苦痛と快楽という2人

の主権者①支配下にお､いてきた。我々が何をしなければならないのかという
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事を指示し、主た我点が何をするであろうかという事を決定するのは、ただ

苦痛と快楽だけであるuと述べている。そこでは、人間行動を規律する原理

としての快苦、そして快を増す手段が謹正であり、逆に苦を増す手段が悪、

邪である。されば快を増し苦を少なくするように行動せよという功利①原則

が成立する。カントは当為(sollen)と存在(sein)とを別の世界とし、

道徳方則、自然法則の支酉圷にあるとするが、ペンサムは快苦という同じ原

理①支配下においている。道徳的価値判断を快苦の事実判断に還元し得るか

と①批判が当然生じてくる。更にこの事実判断①為に快楽測定①7つ①基準

を提示している。全ての快楽がこ①基準で紅大小に還元し得るか､玄た個

人が自分④快楽c最上c判定者であるという面から一定④限界はあるが、

｛'不快指数,11などにみられるような今日の感情①指標化c傾向に興味ある材

料であろう。ベンサムにとって社会はアトム的な個人の集りであり、社会的

善は個人的善である｡従って個人は最大多数c最大幸福をもたらすことが、

同時に自分c幸福を殿大ならしめる性質になればよい。この両者の一致を図

るのが広義の教育であり、またそ①中の’っが立法である。この意味からも

多くc社会改革にむりだしている。最後に動機と結果①問題であるが、経験

主義的には人間c動機は問題にならなくなるが、しかし慈愛の動機に発する

行為など、善から発する行為はより多く①快楽をもたらしやすい。故に功利

c原則は、 もっとも啓蒙された慈愛の命令にほかならないと言える①ではな

いか。

＜参考文献＞

「道徳および立法の諸原理序説」 J.ベンサム中央公論社¥480

「ベンサム功利説④研究」 山田孝雄大明堂￥580

「イギリス政治思想Ⅲ」郎Lデイヴィッドスン岩波番店薯300
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(8) 社会主義思想

－マルクスを中心として－

都立三田高等学校菊地 堯

＜精選の視点＞

（1） 西洋の「近代」をリードした人たちによれば、個人C独立．自由．平等

④実現は、バラ色の理想世界を約束するもCであった。しかしフランス大

革命やイギリス産業革命に代表される「近代化」がもたらした現実は､一

面では新しい傷口を見せ始め、世界はそC揃みの深童りに苦しんだ。

に） との痛みの実感からさまざまな方向から「近代」の再検討が始玄り、こ

とに｢現代思想｣①原点がすえられる｡現代思想へのとりくみは､とc原

点の追体験とそこからスタートする「近代」の原理批判、さらには新しい

人間①生き方への模索●選択へと向うことになる。

(3) マルクスをふくめた社会主義思想は、個人①尊重の原理が経済生活の実

態C中で私有④絶対化として実現し、結局は貧富分裂①絶対化の形で抽象

的個人尊重を空洞化することに批判①鋒先をむけるもCであった。

(4) 社会主義思想を倫社で取扱う視点は、政治経済・歴史と深いかかわりに

立ちつつも、現実に生きる「人間」そCもCへの切りこみであり、具体的

には近代①人間観と①対比に向けられるべきである。

(5) この点、マルクスCうち出した、生産･労働④主体としての、蚕たそれ

を媒介として社会的連帯に立つ人間は近代の理性的．個人的人間の原理に

対立するも④として、諸社会主義④中で鎧も強烈な特色を示す。そこで、

諸社会主義の中でマ'ルクスを中心にとりあげ、特にその人間把握に焦点を

しぼって取扱いたいOとの軸に弁証法、唯物論､人間疎外論、唯物史観、

階級闘争論、共産主義、社会革命論等を必要な限り関連づけるが．その細

目にとらわれずマルクス④原点を問うことから、現代に生きる人間④探究

に向いたい。

－63－
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＜ｷ鼬のねらい＞

ﾛ） マルクスの人間観④特色。a ・生産．労働が人間①本質活動である。
b.生産活動において人間がかかわる二つの面とそCl難里。 c 、そこから
導き出される歴史観・社会観。 d .ここに貫く弁証法と唯物論
(2)そ①時代④現実へのマルクス④とりくみ a ，人間疎外の問題。b ・て
とから導き出される資本主義批判。c ・階級闘争と革命による人間回復の
主張

(3) マルクス以前・以後C社会主義 （4） 現代と社会主義
以上の項目を立てたが、 (1)は人間存在の原理、 (2)ではそ①現実への適用、
(3)と(4)で歴史的展開と、現代に生きる人間C姿勢を問うことをめざしている。
と④学習においては特に人間の直観一思考一行為へ①階梯をしっかり自覚さ
せ、一知半解④近道反応を戒め、着実な総合把握①態度を養わせたい。
＜指導内容＞

('） マルクスc人間観の特色 a ・生産．労働が人間①本質的活動である。
マルクス以前の人間観は、人間の思考と行動を抽象化して、そc対立や一
致を説いた。ことに近代は理性が支配した時代で、人格・自由・平等．愛
など理性がひとり歩きして求めた理想が人間を支配すべきもcとされ、い
わゆる空想社会主義者もその範囲から出なかった。これに対してマルクス
は人間を、物質的自然に働きかけてこれを有用物に変化させて生きる存在
として把握した。人間c思考もとの働きかけ①中で成立発展する反作用と
’して位腫づけられる。b、さて．この生活活動において人間は二つ④面に
かかわりを持つ。第一は上述①自然へc働きかけ①面であり、その自然対

人間c相互作用の様相がる生産力とよばれ、と①発展が人間生活の発展①
土台をなす。次に、生産活動において人間は単独で自然とあい対するので

はなく、一定の人間同志Cかかわりあいをもってあい対する。と④生産に
おける人間相互①かかわり方を生産関係とよぶ。かくして生産力・生産関

係の二面が同時に一つの生産活動に存在するが、生産力が鐙も基礎的であ
－64－
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一

り、それにふさわしい生産関係を成立させる。 C 、しかしながら生産力①

発展が即生産関係に直線的に波及発展をもたらすCではなく、古い生産関

係は発展する生産力C径捨となり、この矛盾c究極までの拡大によって始

めてうち破られる。こCような人間生活①把握が唯物史観④原理であり、

。 ．ことには人間活動を自然へC働きかけと見る唯物論と、矛盾を発展①

原動力と見る弁証法とが貫いている。フオイエルバゥハ①受動的感覚的唯

物論・ヘーケルc観念的調和的弁証法との異同に注目しておこう。

値） そ①時代へ①マルクス①とりくみ。 a ・人間疎外の問題が若きマルクス

①最初の現実へ④アプローチとして注目される。さきに見たように、ここ

でいう人間は抽象的理性的個人ではなく生産活動の現場に直接とりくむ人

間＝労働者であった。とC典型的人間が蒙っている疎外をかれは働けば働

くほどすなわち人間④本質的活動を進めれば進めるほど自己の生産物から

も、喜びからも、主体性からも、要するに人間性から遠ざけられて行く姿

としてとらえた。b ●このように人間が自己の本質を失う状況を人間の自

己疎外というが、マルクスにあってはこれは観念上の遊戯ではなく、全く

物質的社会的な起源による帰結であり、かくてかれはそC根本原因を生産

関係④中に求め、童た生産力と生産関係との矛盾に求めて行く。すなわち

労働と資本との分離、対立という生産関係の矛盾へ、童た産業革命による

生産力の発展が生産活動に与えた社会的性格（分業協業の進展による）と

生産物④私的所有との矛盾へと追求を進めて行く。そして私有制①完成、

社会的生産の拡大を資本主義C特色としてとらえ、その解決を現実④生産

活動④主体たる労働者の自己の本質回復へC行動に求める。 c・階級闘争

と革命による人間回復②主張がこうして導き出される。原始状態を除く一

切の歴史を所有と生産（労働）との対立としてとらえ、資本主義をその最

終形態として位置づけることによって、現実の労働者④革命運動を所有と

労働とC矛盾①。すなわち階級対立の根本的廃棄への過程とする共産主義

革命の主張がこうして現われる。共産主蕊④実現に主って始めて人間は、
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その本質的活動としての生産労働において、自己自身c主人公たる地位を

回復する。生産は－企業の利潤を直接の目的とすることなく、直接に社会

的消費（生産的消費を含め）を目的とし、また労働も資本の共同者として
の労働者（無産者でなくなった）の主体的活動として人類共通の相互奉仕

①喜びを回復する｡また労働が本来④喜びを回復することにより怠惰は一

掃され、積極的人間が成長する。これがマルクスとかれc協力者エンケル

スc抱いた信念であり、そ④必然的実現の証明のために資本主義c連動法
則を研究して資本主義①原理であり根本矛盾である剰余価値①所有を指摘
した＠が「資本論」であった。

(3) ．(4)諸社会主義と現代の問題いわゆる空想社会主義①理想社会へc主
張はマルクス主義形成に重要な示唆を与えたから先覚者として十分の尊敬
が払われているが、その方法論への批判から人間観c批判に進んでマルク
スの立場が分れて行った。マルクス以後の修正マルクス主義・レーニン主

義・さらには現在c混迷したマルクス主義の路線対立の問題がある力・深入
りはむしろ木を見て森を見たv,結果に陥るおそれが大きい。社会主義の初

心を中心に人間観c視点を失わないことに留意したい。社会革命と人間革
命の問題は古くて新しい問題であり、特に実存主義c発想とあわせて深め
たい焦点である。個人の主体として④確立．社会的連帯性いづれも軽盈し

〈捨て得ないだけに、真の統一を求める広くて深い人生探求への誘いがそ
こにある。

＜参考文献＞

陸…学､｣ﾆﾝグﾙ≦着波文庫¥‘｡｡｝…「共産党宣言」 マルクス同上￥50

「経済学哲学草稿」マルクス（人間の自己疎外）同上￥150

瀞墓「経済学批判」マルクス（唯物史観①公式）青木文庫篭200

｢共産主義①原理」エンケルス（私有廃止c結果）青木文庫￥2

「マルクス」小牧治消水番院人と思想(20)￥250人物理解に適当
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(9) 実存主義

一キルケゴールを中心として－

都立江戸川高等学校佐藤哲男

＜精選の視点＞

時期が来て大根の種子を大地にまく、やがて芽が出て段家の人はそ①間引

きをする、それは1本1本の大根が十分に成長するためである。かってブラ

トンは「哲学とは魂c羽ばたきである」といった。羽ばたきするため、上昇

するため、魂c成長cためには余分なものを間引いて軽くしなければならな

い。 「倫社」学習においても負担過重の羅列的知識は可成り思い切りよく切

捨てて、内容④深化へと進貸なければならないと思う。

さて、そのナタをふるう粉選の視点、基準について私は第2分科会①線に協

調して。人間如何に生きるべきか、真実な人間の生き方を主体的に問いかけ

る姿勢、 ともすれば見失いそうになる真c自己を回復しつつ自制的に生きて

行く点をあげたい。すなわちそれは自己がより所とたるべき思想、信念をも

つことにつながる。そこで現在、大衆社会的状況、人間疎外の現象の進行、

日常世間的なものへの自己埋没という点において、人間の主体性①回復を強

調する現代思想④一つの大きい流れ、実存主義に目を向け、その源流④思想

家としてキルケゴールを取り上げた。脱皮出来ない蛇は死ぬというが、人間

もその本体を覆いかくす外皮をめくり、真の自己の存在の根源に至る作業、

自己変革が必要であろう。

キルケゴールの広範な著作、思想内容もしぼり、 （1）主体的真理②人生行路

④三段階、 (3)死に至る病の3点をあげたが． 「現代の批判」も関連させたい。

＜指導のねらい＞

、キルケゴールを通して、何を学び何を生徒に与えるか。

('） 彼が真剣に取組んだ実存的人生の課題と、そ①誠実な求道者的思索する

人生態度、かといってキルケゴールはいわゆる聖人君子ではなく、レギー

ー67－
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ネとの恋愛問題に見られるように人一倍人間的苦悩を苦しんだ、その処し

方を考える。肥）現実cわれわれの人生は一回限り、他人と代替出来ない

もc、さらに個々①既成①人間の足もとには、不安、罪、絶望と無の深淵

が横たわる、人間は主体的に自己の決断によってあるべき真の自己として

①未来を選択する。実存的自由をもつ存在であることを主体的に学びとら

せる。(別第3分野と関連して、現代社会の病理、人間疎外の問題、日常

世間性へc没入を反省しつつ教材を櫛造化する。コルサール事件はマスコ

ミc蕊力に対する一つの例となろう。

く指導内容＞

(1)主体的真理の探究。 「たとえ全世界を征服し盤得したとしても､･自分

自身を見失ったら何①益があろう」ということがキルケゴール①信念であっ

た、この全世界④征服とは、ヘーケル流の世界の理論的体系づけをさす。さ

らに彼の22才の時①日記に、 「私に欠けているのは何をなすべきかという

ことについて、私自身決心がつかないでいること。…私にとって與理であ

るような真理を発見し、私がそれのために生きそして死ぬことを願うような

イデーを発見することが必要なcだ。いわゆる客観的真理など探し出して見

た所でそれが私に何の役に立つか。…堂A《たる国家理論を展開し、あらゆ

る所から抜き取って来たきれぎれの知識をつなぎ合わせて－つ①体系にまと

めあげ一つの世界を構成し得た所で、私がその世界に生きるわけでなく .l。

と述べ､ことに主体制が真理であり普遍的理念よりも単独的実存に価値をお

く実存的思想が示される。さらにヘーケル流の思弁的哲学体系の理論①空虚

さへ④批判がとめられている。

自己がそれによって生きようとする主体的與理は、自己が主体的に情熱をも

って選びとり自己の内面に確保されるものであり、普遍的理鈴や体系によっ

て説明することc出来ないもcである。そこから主体性が輿理であるという
グ 印 口 中

実存的真理観が展開される。実存的に輿理を問うものは、 「真理とは何であ

るか」と客観的に観照、ナオリアする＠でなく、 「自己にとって輿理は如何

－68－



にあるか」と主体的に問うことで、それはキルケゴールにとって究極におい

ては、キリスト教的真理であった。彼がそれのために生き、死ぬことを願う

ようなイデーとはそれであり、 「自己が真の自己と成る」とは真のキ.ﾘ::スト

者となることであった。さて実存(EXistence)とは、彼が『哲学的断

片へ④後譜』において重要な意味をもたせた哲学用語であるが、文字通り「

「現実に存在する」というところで、本質(Essen)のように普遍的に妥

当性をもって通用するも④ではなく「全ここに、こうある」特定の実存在

である｡普遍化出来ない､他人と代替出来ない具体的.勘人間存在である。
さらに今、ここにある人間存在は絶えず未来へと進んで行くから、実存とは

自覚的に自己が自らを主体的に未来へ決定する、生成としての存在であり、

11あれか、これかⅡ④選択を迫られるところ⑳孤独な単独者として存在する。

(2) 人生行路の三段階

キルケゴールの実験的思索の成果によって示された実存的人生論である。

彼は審美的実存、倫理的実存、宗教的実存の人生行路をあげ、人間の魂が倍．・

仰へと目覚めて行く過程を示した。先ず段初の審美的人生は感性的享楽を意

味し、そこには放蕩時代のキルケコ･一ルの青春体験が昇華された形で展開さ

れる。それは現実を美化し享楽するドン・ファンのような生き方であるが、

そ①生き方はその中に溺れて肝心①自己自身を見失うもので、 「歓楽極ま《り

哀惜多し」といった空虚をもたらすもCである。そこで審美的生活①空しさ

を捨て、結婚して健全な家庭生活を営み職業をもつという倫理的生活がすす ・

められる。 ･･･皮相左享楽的傾向④強い生徒に良い参考となれば'零.gfP･_輻 ，，

そしてこの審美的と倫理的人生の生き方は「あれか、これか」という形で、

決断を迫られる。この倫理的生き方は、現実の審美的自己を乗り越えて.:ゾ

ルレンとしての自己を実現して行くものである。しかしそ①際、前者を否定

する…・・ところ④普遍としての自己は温存される。だから本当の自己否定

にはならない。ごう慢さえ伴って限界に来て挫折する。そこで彼は旧約エリ

アプラハムの物語を引用する。神はアブラハムC信仰をためすため、ひとり

－619←．
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子のイサクを犠牲とすることを要求し、アプラハムはイサクを殺そうとする。

ここに、宗教的に祝福されることと倫理的悪が背理する、これを彼は｢宗教

的信仰による倫理的なものc目的論的停止」という。この宗教的実存の段階

に至って知性はつまずき、信仰が始まる、真c実存は神の前に立つ単独者で

あり、人間と質的に異たる。永遠が時間の内に現れるという背理的な神に自

らを委ねる決断によって、真理へと飛躍する。すなわち理性から信仰への飛

躍であり、とれを質的弁証法とよぶ。

(副 「死に至る病」

ここで彼は「死に至る病とは絶望のことである」と規定する、肉体の死よ

りもっと恐ろしいのが人格の死（自己喪失）を招く「絶望」である。 「糖神

である人間」がその生きる根底を失って死を選ぶことは身近かによく見られ

ることである。そして絶望とは「正しい自己関係の喰ぃ違い」で、自己が自

己を措定した力（存在の根源）を見失って有限を自我,二;殻（日常的な生）に

しがみついてお､こるものであり、それは若い娘c心にも全てC人①心に巣く

う。だから「世間では自己自身を失うという危険がいとも平靜に行なわれ」

「そういう人間は自己自身を失ったからこそ商取引をうまくやってぬける」

Cである。さらに魂c医者たる彼は、この絶望の心理的分析としてそ①諸形

態をあげ、絶望を来，越えるには、 日常的な生を絶望と自覚し、信仰の決断

に聖って自己を措定した神と共にある。新しい生活（宗教的な実存）へ向う
ことであるとする。

＜参考文献＞

「キルケゴール」世界の名著桝田啓三郎他中央公輪社 480円

「キルケゴール」清水譜院M人と思想、 工藤綏夫箸 200円
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⑩仏教の思想 一シャカー

都立塾多摩高等学校金井 肇

＜精選の視点＞

指導内容構成のための精選は、学問的研究にうらずけられなければならな

いことはもちろんであるが、学問的糖査に終るものではない。科目としての

立場から、生徒の生き方に結びつくようにという視点から、糖選し構造化さ

れなければならないと思う。

人間は、 とくに青年期は、さまざまな強い欲求をもつ。そ④ために世界との

かかわりを見落して、欲求①満たされないことにもだえ苦しむことが多い。

自己の生き方を求めさせるには、自己と世界①関係に戎で立ちもどらなけれ

ばならないと思う。道徳説を結論的に教えるだけでなく、そ①結論④必然的

な要請をもつものであることを含めて理解させなければ身についたも、にな

らないであろう。その意味で、自己および世界の在る姿をまず見つめ、その

上に立って人間①あるべき姿、自己のありかたを求めさせなくてはならない

と思う。このような視点から仏教の指導内容を精選してめたい。

焦点をしぼって指導内容を構造化すれば、周辺的な事項についての知識は割

愛してもよくなり、指導のねらいはいっそうはっきりさせうる。

＜指導のねらい＞
ら ﾀﾞ

「仏教についての知識」に終らないように、シヤカの見た世界を追体験す

る形で見つめさせ、その上に立って自己①生き方を確立していく一助とする。

指導の観点は四諦の説法にそって次のようにする。(1) なぜシャカは人生と

世界を見つめなければならなかったか（自己c問題として位世づける）。

に) 自己および世界の在る姿をどう見出したか。(3) 人間（自己）はそれに

どう対応して生きなければならないか。何に価値を求めるべきか。

9

0

’

｜
’
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＜指導内容＞ ．

0) シャカ①出家一生徒の自己の再発見へ結ぶ

シャカは29才のとき、王子としての幸福な日々にしのびこんできた空し

さを自覚する。やがて老いと死が到来する。死を超える価値を見出せたい人

間にとって、死は恐しい。生死を超える価値を求めて、かれは出家した。

生徒にとってもこのことは､ ‘注だ痛切な問題でなかったとしても、いや:お､う

なく自分の問題として受けとめないわけにはいかない。

に） 四諦（諦＝奥理であるが、 dharmaでな<satyaC訳．真実、実相）

(a) 苦諦：人生をあり①をまに見れば、苦悩に満ちている。苦が人生の実相

である。老、病、死①ほかに、怨憎会苦、愛別離苦求不得苦など苦c諸相

はひとりひとりC問題として捉えさせることができる。

(b)集諦：苦諦が人生C現実についての認識であるならば、集諦はその原因

c探求である｡､人間的存在が苦であるならば、苦の原因はなにか。それをは

げしい欲望であると見出す。感覚的欲望（欲愛）、生存への欲望（有愛）、

生存②断絶へc欲望(無有愛)があげられる。無有愛は､古来インドにあっ

た。輪廻からの解脱の願い､永遠cねむりへのあこがれであった。輪廻があ

ってもなくても、輪廻C思いが人間を苦しめるかぎり、解悦への願いもはげ

しい焦燥感となって人を苦しめたであろう。

欲望が苦c原因であり、欲望を原因として人間存在が生じた、というだけで

は、生徒をたっとくさせるような説明はむずかしい。仏教は論理的な思想で

あるからも論理的な補強がたいせったと思う｡欲望が苦の原因であるという

ことを、論理的な側面を見方として、時間的継起的な因果関係として理解さ

せるだけに終ると浅いものになるし､その雀ま滅諦につなぐ．と厭世感につな

がりかねない。苦は、主観が対象（外的事物であれ自己④願望であれ）との

かかわり合いC中で感ずるものであるから、対象となるもの、欲望を生むも

の、すなわち世界④在る姿に眼を向けなくてはならない。そこで､'縁起説・

無我、無常感をとりあげる。自己と世界とのかかわり合いに眼を向ける。

-72～
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（ｲ） 縁起説：縁起説は、人間①苦の根本原因を無知（無明）にあると見出し、

無知をなくすることによって苦も消滅すると説く。縁起説も雀た、時間系列

としてのみ捉えるべきでなく、論理構造としても捉えられなければならない。
‘： ．

「これあるに縁’てこれあり、これ生ずるに禄りてとれ生ず、とれなきに縁

りてとれなし．これ減するに禄りてとれ減す」（相応部経典）。これが縁起

観の最も古いものだとされる。時間的因果系列とともに、構造としての存在

の理法を語っている。時間系列で捉えれば、すべての存在が無限にさかのぼ

る何かの原因によって生じていることにたる。構造原理で捉えれば、アシ束

乙たとえ（雑阿含経）にみるごとく、存在の「相依性」「相関性」を示して

いる。したがって、時間系列でみても相依、相関的であるのが存在c理法と

なる。独立、恒常cものはなにもたく．すべて存在するものは他①条件との

かかわり合いにおいてのみ存在しうる。このことを別の面からいえば、 「無

我」となる。

に）無我：人間も、人間①おかれている世界もすべて五穂（色、受、想、行、

識＝世界の構成要素）④結合と離散によって成りたつ。五霊はいずれもみな

atman(我）ではない。その意味で無我である。五悪がいずれもatman

（不変①実体）でないなら、人間も世界も変化しつつある五麓の縁，かかり

合いによって存在しているもCである。五漣の集合体としての自己のほかに

我は存在しない。とcととは『ミリンダ王④問い」にもみごとな論理をもう

て語られている。 （無我の価値的側面はここでは省く）

五霊が常に変化しつつあ･るものなら、その集合であるとの世界も人間もとも‘‘

に無常である。すべては変化の流れの中にある。

例無常：人間は主観をも客観をも固定的友も①と考えがちである。しかし、

をにひとつ固定的なものはなく、たえず変化している。この変化する世界に

あって変化しないことを願う心から苦悩が生ずる。変化する世界の実相をあ

り④蚕まに認識することによって、苦の原因となる煩悩の無意味なことを知

，得て、苦から脱出する手がかりとなる。 （以上Seinの認識）
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(c)滅諦：欲望は、変化するものに対し、郷上しないで自己のもとにとどま

ることを求める。これが苦悩④原因であるなら、欲望を減すれば苦がなくな

ることは理の当然である。世界c実相を認識し、欲望を減し、宇宙①真理に

帰一して升“斗甥て至った境地力漣築であり、渥禦と至健した人が仰首であ為

個)道諦：理論上は上①とぉ､，であっても、実践的に自身が体得するCは容

易なことではを’い。その実践c方法について示したのが八正道であった。

そこでは己れを空しくして真理に帰一することが求められる。

慈 悲

諸斤無常という真理にさからう欲望が苦①もとであるなら、真理に帰一す

る生き方は私欲の否定にある。私欲を否定し己れを空しくしたどき見えてく

るもCはなにか。人びとの真理を知らない（無明）が故に苦しんでいる姿で

あろう。人は自己のありかたを深く問い、自己の深いところに沈潜したとき

はじめて、真に他の人間の上に関心を持ちうるという。そこに同苦同悲の感

情が生誉れる。利他c行をなしうるcである。生きとし生けるものすべてに

対する無限に広い慈悲の心がわき出てくるのである。 （以上Soilenとし
て）

以上は指導時間3時間の予定で織成したものである。 3時間c場合、この

ほかcことがらは割愛せざるを得ない。仏教の教えの基本は四諦の説法につ

くされているといわれるように、根本的なものは得られると思う。
＜参考文献＞

｢仏劉渡辺照宏 岩波新雷 ￥，50

｢知恵と愛のことば」増谷文雄園現代人c仏教1”筑摩啓房¥650

｢インド荊辻直四郎ほか 世界文学大系4筑躍番房留650

｢イント・哲学史」 金倉円照 平楽寺謝店 鼈900
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⑪日本の仏教思想

一親僧や 日蓮、道元一

都立竹早高等学校石森 勇

＜精選の視点＞

仏教思想は、 日本文化の基盤となり、日本人c芸術観・人生観形成に決定

的エネルギーをあたえた一つである。したがって、外来宗教・思想である仏

教か．日本人④宗教・思想として摂取・発展していった過程を概観すること

はきわめて当然であろう。

理想をいえば、①聖徳太子・奈良平安仏教（貴族社会・律令体制）－2時

間②鎌倉仏教（武家社会・封建制）－3時間③室町江戸仏教一1時間

を授業時間に荊りあてたい。しかし、精選c立場から授業時間・指導内容を

考えるなら､次①3点に視点をあわせて授業を展開したい。

①貴族社会・律令体制を反映した奈良平安仏教c特色 30分

：難麓鷲鰯麓鴛謬鷲駕霧． ｝
前者は他力への道後者は自力への道 2時間30分

政治・経済・社会体制①変化、それにともなう思想との対決という2つの

ポイントから、先哲c生き五考え方を学ぶことにより、生徒④人生観‘世

界観形成の糊になれば授業が成功したということになる。
〃 、

＜指導のねらい＞

次の2つのことを生徒に理解させる。

①奈良平安仏教は、律令国家体制の安全保障、貴族の現実的欲望の満足

といったことを祈った。仏教体系の鯛悦.･成仏の問題は論外であった。

②旧体制から新体制に変化する社会的危機感、末法思想に対する個人①

「生き方」として、他力、自力C2タイプがある。

0

0
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＜指導内容＞

ここでは、鎌倉仏教の指導展開のポイントだけを書くことによる。

平安時代まで①仏教は、客観的にて、どんな教え、どんな経典が最もす

ぐれているか、を問題にした。そして、 自分に最もあった教えは何か、は問

題にされなかった。ところが、平安一鎌倉の政治・経済．社会体系の大変革

にともなう末法思想C影響で、人々のあいだには、現実生活に対する絶望感

が深くなっていた。そ①結果、人々は「自己の生き方」を問題とし、自己①

生き方に最もあった教え、経典を追求するようにたった。

さて、親癖と日蓮は、 ともに末法思想をそっ直にみとめ、そこから出発し

ている。親鴬は、自己反省から出発し、自己を煩悩具足の凡夫と自覚し、念

仏の道を選び、絶対他力信仰に到達した。彼④特色は、あく言で個人①救い

を問題とした点にある。ところ扱日蓮の場合は、個人の救いよりも、国家
①危機救済に主聞心が向けられている。

一方、道元は、末法思想に対し、戎つこうから反対している。そして、人
はみた仏性をもっているとして自力信仰の道を歩んだ。

鎌倉仏教における親鮮●日蓮●道元④思想は、上のような立場からとらえ
てみた。授業は、 3人の主著①抜すいを利用して展開する。

親簿の教え 『歎異抄』から要点を抜すいし、プリントにする○生徒に読ま
せ、口語訳をさせ､思想内容を考えさせる。

①弥陀①本願第1条「すべてのもCをすくわればや玄ないと誓われた弥陀
の本願の不思議なおはからいに助けられて、極楽へ往生できることであると
信じて､念仏をとなえようという心のきざした時、その時はもはや、弥陀④
すくいの光①中にとりこんでけしておすてにならないというありかたいめぐ
みにあずかっているCである。 （以下本論では中略しておくが、生徒用のプ
リントではあげる． ●以下中略とはこの意味である）玄たわが身をふりかえ
ってみて、これではすくわれないCではないかと不安を感じておそれるにも
およばない。弥陀①本願ですくわれないほどの悪はないからである。 」
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こ①文章から、絶対他力信仰①根本にあるも①が、弥陀の本願による扱い

の絶対性であることを理解させる｡

②絶対他力①信心第2条「おのおの人が十余か国を通って、いむちがけ

で勉強にきたcね、往生極楽の道をたづねようとしてである。一中略－要す

るに、おろかな自分①信仰心においてはこCようになる。したがって念仏を

しようが、念仏をしまいが、それはどうでもよいcです。 」 y

第3条「私親驚にとっては、ただ念仏をとなえて弥陀のたすけにあずかれ

という師法然聖人①仰せを聞いて、それをまにうけて信じているだけである。

一中略一

どんを修行もできない身であるから、どうしたって地獄は私にとつ･て最後は

そこにおちつかむばたらないつい①住み家である。」

親蝿にとって極楽往生さえも問題でなくなり、念仏さえ仏からた室わるも

のである。弥陀の本願に対する絶対的な信仰が語られている。

③悪人正機第3条「善人でさえも浄土へ往生させていただける。まして

悪人においてなおさら往生させていただける。ﾖｷｺ略一それであるから、善

人さえ往生する。をして悪人が往生するのはいう蚕でもないことであると、

聖人は仰せられた。 」

悪人こそ弥陀c正しい救済の対象であること、悪人とは善悪のはっきりし

た判断力のある人＝人を殺す武士､狩猟をする猟師や漁師、つまり、自分に

絶望している人をいう。

日蓮①教え

①法華経「妙法尼御前御返事」「仏陀がその生涯に述べられた教えはど

れもおろそかにはできないものである。それらは、われわれ①父であり、偉

大な教えを示された仏陀の不滅①ことであり、すべて真実であり､､皆真実を

語った．ことばである。一中略一そして、それらの中で法華経とそは完全な

意味での真実①ことばであり、最高の真実を述べたことである。 」

日蓮は法華経こそ殿もすぐれたお経だとといている。そして自分を法華経
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の行者と自覚した。

②日本国の柱「日連は日本国の棟であり梁であって、日本国を支える重

要な人物である。一中略一日蓮の教えだけを信ずるようにしなければ、日

本国は亡びてし童うであろう。 」

はげしく他宗を攻撃し、民衆と国家をすくおうとする気迫をのべている。

道元の教え 『正法眼蔵随聞記』

①末法思想批判末4「世の中①人の多くが、仏道を学ぼうとする志はあ

るカミ世は未世であり、人はいやしく劣っていて、－中略一仏道を学ぼう

という人はただ明日を期待することがあっては宏らないCであり、今日今時

④みを仏法c教えるところにしたがって修行するようにしなくてはならない｡」

道元は、未法思想を一時c方便として否定した。人間はだれでも悟りを畔

〈能力があるし、自力で修行して仏道を学ぶよう志しをたてよととく。

②身心脱落『正法眼蔵』現成公案「仏道を修行するということは一中略

一自己①身心および他人の身心にそたわる我執から解脱して、悟りc境地に

笠きることである。 」

③只管打生第5「仏道を学ぶことの最大重要なこと'よ坐禅であり、 これ

が第’にたすべきことであるc－中略-－他のことにしたがってばならない」

仏道修行には焼香も、礼拝も、読経もいらない。坐禅だけでrい・坐禅こそ

悟りそのもむであり、これによって、すべての雑念をはたれた粘神①自由が
えられるととく。

＜参考文献＞

「親鴬」 石田瑞麿 日本の名著 ￥580

「日蓮」 紀野一義 〃 ￥580

「道元」 （予定） 〃 ￥580

「日本歴史5」 中世1 岩波講座 ￥450

I
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学 一本居宣長一⑫国

東京都立玉川高等学校川瀬吉郎

＜精選の視点＞

「生徒が自己の生き方を確立していく手がかりを与える」ものとじて、いろ

いろな資料が考えられるが、現在c倫社があ室りにも抽象的・内面的な問題

を姐上にのせるために生徒教師間c意志①疎通を欠き、現代のかかえている

問題をぼかし、両者の間に問題意識のづれが生ずる。主体的に自己とは何か

を問い、問いかけに答えるもむが具体的な資料であれば、抵抗少なく思考で

きると思って、あえて経済的な分野から資料を選んでみた。本居宣長につい

ては今まで多くの人々によって「古道」「もの④あわれ」の中心思想につい

て論ぜられてきたから、ここでは経済思想c価値の部分をとりだして授業導

入①資料とした。

＜指導のねらい＞

当時の封建社会に生きた一人間が、農民についてどう考え、どうしたら袋民

は幸福になるのかを考察していったその過程をふりかえり、現代に生きる我

盈がこの思想④なかから何を学ぶかを考えていきたい。単に封建社会の流れ

のなかで必然的にそうなるより仕方がなかったというCでなく、当時自分が

生きていたならば、どんな生き方をし、どんなふうに問題を把捉したのだろ

うかが問われねばならない。(1)「無くてはかなわぬ物」と「無益①おごりに

用る物」との区別と、そ①区別がなぜ必要なのか。(2)百姓・士・大名の困窮

の原因は何か、そ①対策をどうしたらよいか、その対策を通しての宣長の思

想は何か。これらの事項から自分の生き方を考えていきたい。

ぐ旨導内容＞

宣長か生活した江戸時代中期は商品経済①波がひたひたとおしよせて封建制

①たがをゆるめていった時代である。慶安御触響によると「百姓は衣類の儀

一79－
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布木綿よりほかは､一帯きも①裏にも仕るまじき事」とあって麻布、木綿の外

c着用は禁止せられたが、 「今はおしなべて衿帯などには絹類をも用ふるや

うに」たったと宣長はのべ、さらに「むかしは藁莚ならでは敷ざ，しほどの

屋も、今は畳を敷くやうにたり、昔は雨中に蓑笠わらんづにてありし者も、

今は傘をさし腹をはくやうに」なったとあるように、百姓は畳の上で生活し

傘、下駄が日常、 もらいられ生活が華美になっていった。生糸の産額は慶長

・元和から正徳・享保頃玄でに倍増し、四木三草が奨励せられ各地に特産物

が生童れた。

無くてはかなはい物

人間に役立ついっさいの物は宣長にしたがえば、皆土地から生ずる。現今公

経済学が生産④三要素として、自然・資本．労働をあげるのである扱彼に

とっては±地が根元であった。人間が働きかけるにも自然が、五穀・四木・

三草を育成させるにも土地が必要である。土地なくして生産物たく、土地た

くして一国は存在しない。封建社会は土地に依存した経済であり土地から切

離された生産は思いも及ばなかった。しかしいたずらに土地生産物に依存し

た経済とはいっても広大な土地がよいとしたのではない。 「広き国は、大抵

人民も多くて強く、狭き国は、人民すぐなくて弱ければ、勢におされて、狭

き国は広き国に従ひつくから、おcずから広く尊く、狭きは卑きやうなれど

も、実①尊卑美悪は、広狭にはよらざることなり、そのうへすべて外国は、

土地は広大にても、いずれも其広大なるに応じては、田地人民はなはだ稀少
な，、唐土などは諾戒の中にては、よき国と聞えたれども、それすら皇国に

<らぶれば、をほ田地人民はるはなはだ少〈まばらにして、たgいたづらに

:土地①広き④みたり」･と述べているように、広大な土地があっても荒地であ

ったり、人民が少なかったり、田地からの収穫が少なかったりしたのでは意

味がない。豊かな田地と多くの人民が国富につながる.ゆえんであ.つた。現在

の経済成長皐大国論と比べて興味ある叙述である。
人間の用をなす一切の物は「無くてはかなわぬ物」と「無益④お､ごりに用
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る物」とに別れる。無益な物は有用な物の出る①を妨げ、さまざまな人①手

間が多く入る。無益の物の生産に土地を費やすのは損失であり、土地は有用

な物の生産に使用されねばならない。ここで必要で有用な物とは絶対的､固

定的なもめでだく、昔は著侈な華美な物であっても今の世では無くてはかな

わぬ物となる相対的な物である。宣長は本末転倒している世上②生産物につ

いて､人間が本来神代から必要であり有用とする物と役立たない著侈品と

の区別を立て、本来的な物④生産に力を注ぐ．ことを主張しためである。

有益な必要物④第一は、米である。江戸時代は「米遣ひの経済」と呼ばれ

るように米中心であった。玉ぐしげ①なかで「稲穀は、人①命をつ瞳けたも

ちて、此上もなく大切なる物なるが、其稲穀④万国にすぐれて、比類なきを

以て、其余c事どもをも准へしるべし」とある。と①国に生玄れた人は朝夕

米を食べることができるのが、神代から定まった道なのであり皇神たち①御

恩に感謝してすごさねばならない。

無くてはかなわぬ物を生産しているのは百姓であるが、彼等④生活は恵ま

れていなかった。百姓が強訴濫放するCは「困窮にせまりて、せん方な」<

おこるのである。宣長はこの一摸の原因を「地頭へ上る年貢甚多」いという

ことと、 「世上一同の箸につれて、百姓もおのづから身分のおごりもつきた

る」ことであるとした。年貢米は大宝令①頃廿分の一から十分の一ぐらいで

あったも④がだんだん重くなり、当今では「わずかに農民①命をつxけて、

飢に及ばぬほどを百姓の手に残して、其餘は皆年貢に取れるくらゐ」になっ

てしまった。とむ世で一番大切な物を生産している百姓が困窮して唾るのは『 ．． 、 弓 ‘ ．､

末④無益な物の生産や流通cせいであり、年貢の高いためである。そこで百

姓のことを考えて年貢を今の半分に改めて欲しいと藩主に願いながらも、現

実に年貢を半減することは困難な事であると認めて、それが適わないならば

「定まり④年貢①うへをぃさふかも増さぬ」ようにと要求している。宣長①

百姓に対する同情と現実との妥協がみられるところである。

百姓がすべて貧困に苦しんだ①ではない。肥料をふんだんに使い、人の手
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間を十分にかけ米を生産しいいる富有な百姓もいた。彼等は米①売買でも時

宜を心得てするから利益が多かったが、貧農は収穫したときには売らねば生
活できないから端境期まで米をもっていることはむつかしかった。豊農と貧

農、金持ちと貧乏人との差は拡大していった。このような認識から持てる者

から下層階級に富を分配してやることが問題となる。宣長は金銀を富める者

からほど上〈散じて貧民を救済したらよかろうという。お上が強制的に取立

てるのでなく、貧者を救うため拠金を募るのである。
無益のおごりに用る物

武士の困窮c原因となる無益のおごりに用いる物は宣長の見解によると、膨

大な当時c武士の官僚的機構が主である。一人ですむような仕事を上役、下

役数多くいて、手間費用ともにかける。昔は天子〈･らいの身分の人が分相応

に華美'身持を重々しくしたCが大将軍、さらに大名と次々に移り、今の百

石とりの人は千石四五千石とり、分不相応である。 「甲乙丙と上下段々の役

人有て、事をとり行ふに、昔は甲がみづからとりあっかひし事をも、今は乙

に云ひ付て取扱はせ、先年は乙か劫めたりしわざをも、近年は丙につとめざ

するやうにたり、去年注では丙が手づからつとめたる事も、いつしか今年は
丁に勤めさ」せるようになる。

現在の日本人にとってどc生産物を促進助長し、どの生産物を抑止するか
を考える段階にきているのでは左いだろうか。資本のおもむくま＆、矛脳④

高い生産物に生産が集中するのを人間性の見地から再考するために無くては
かなわぬ物の考へ方に学ぶべきではないだろうか。
＜参考文献＞

本居宣長全集 岩波響店
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⑬日本の近代思想一信沢諭吉一

都立忍岡高等学校渡辺 浩

＜精選の視点＞

日本の近代思想とは、西洋思想c移植にすぎないともいわれる。しかし、

西洋思想①受容過程において、同化と反発とが激しくあらわれていることは

見④がすととができたい。それは「東洋①道徳、西洋c芸術（技術c意）」

（佐久間象山）という古来の考え方に基づくもので、外来思想に対する当然

の抵抗として、伝統思想が強く働くからである。両者の対立は、歴史の基本

的な変化と既成の秩序とのあいだに鋭い断層のあらわれるところ、つをり流

行のことばで'1断絶①時代11に童さし〈見られる現象といえよう。日本の近

代化①過程は、浅さにそのようなH断絶の時代11であった。

との時代にもっとも有効性を発揮した思想として、一方に文明開化の思想

としての啓蒙思想があり、他方にキリスト教①思想J:ある。それらはともに
ix b .；

自由民権思想につながり、のちに社会主義思想となって展開する源流となっ

た。ここではそ①啓蒙思想の代表として、福沢諭吉をとりあげることにする。

かれは百年前c【'断絶の時代!'に生きて、近代化の橘を架けた費重な思想家

の一人である。福沢はしょせん啓蒙家にすぎたいという評もあるが、福沢の

啓蒙思想の根本には価値観の変革が渦まいていた。 Ⅱ断絶を生きるⅡ論理に

は、価値転換が要求されるのである。かれは文明開化の外形ではなく、粘神

の変革を求め、生き方を変えること、すたわち人間を変えることを求めたC

である。かれは「世界のなかの日本」という立場から、文明立国を唱え、国

民独立の気風を強調した｡独立自尊の精神こそ､啓蒙梢椛塞如たるあらわ
れといえよう。このような観点から、啓蒙思想c代表として福沢をとりあげ

てみたいと思う。

郷
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＜指導のねらい＞’

d) 日本史の学習と関連させながら、 「日本①近代化」の特色について、そ

c歴史的社会的背景を理解させる。

(2) 「日本④近代思想」と見られるものは何かという問題をとりあげて、明

治以後④日本における、さまざまの社会思想や文学思想の展開をふりかえっ
てみる｡

(3) 明治以後の日本人が、西洋思想を十分に消化吸収することができたかど

うか、在たそ①受容のしかたについて反省してみる。

(4) いわゆる「文明開化」とは、たんに有形（生活）の変化①みを意味する
● ●

④ではなく、無形（精神)D変化を重要視するという思想が、そ①根底にあ
ることを学ばせる。

(5) 明治初年における11啓蒙思想、について、 「明六社」①成立事情と思想
史的意蕊同人の活動状況につい定理解させる。

(6)啓蒙思想家､代表として､福沢諭吉の政治意識(人権思想).自然観、
倫理観、実学の考え方をどについて学ばせる。
＜指導内容＞

日本の近代化の特色

日本はアジアにおいて、西欧的近代化に成功した唯一の国である。明治の
はじめ幕藩体制は崩れ、日本は近代国家．市民社会へ向かって急速な道を歩
んだ。しかし藩閥政府のもとで近代化は、これをはばむ多くの制約のために
歪められ、矛盾と混乱を含んでいた。っをり明治維新の性格として、近代化
をめざず前向きの改革主義とともに、そ①反面にうしろ向きの復古主義の傾
向をもっていた。また鎖国による後進性のために、急激にしかも短期間に近
代化を進めなければならなかった事情も、近代化をゆがめた原因といえよう。
とcような日本④近代化における矛盾は、明治以後①日本人の考え方に大き
な影懸をおエぽしているCである。

西洋思想①受容一伝統的な立場と福沢の姿勢
日本の「近代思想」とは、西洋思想の移植にすぎないとも見られるが、大
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きく見て、輸入思想と伝統思想との対立・雑居の状態としてとらえられる。

日本には古くから、佐久間象山①「東洋c道徳､西洋①芸術」とか、橋本左

内④「器機芸術かれにとり、仁義忠孝われに存す」という考え方があり、と

CII和魂洋才1IC精神的伝統が輸入思想に対する抵抗の姿勢となって現われ

た。この立場では、西洋文明①物質面だけをとりいれて、糖神面は過去①伝

統のままにしたがう、つをり人間は変えないで外形だけを変えるという考え

方である。ところが福沢は「有形において数理学、無形において独立心」を

日本に欠けたもcとして強調した。それは事物を必然において理解する立場

と、倫理的な理想として①独立自尊一自由平等の思想である。かれの考え

方①根本には、思考方法①変革があり、人間を変え生き方を変えるという価

値転換の軸として西洋文明をとらえようとする発想が見られる。西洋文明に

対する、こcような受容の態度は、近代的な人間を作ろうとする啓蒙思想の

立場であったが、後進国の日本にはついに根づくことができなかった。

福沢諭吉の啓蒙思想

(a) 天賦人権論 ､

「学問のすすめ」のはじめに譜かれた「天は人の上に人をつ.くらず、人①

下に人をつくらず」c一句は、明治①人びとに新鮮なショックを与えた。そ

れは天賦人権論であり、自然法に基づく人間平等論である。自由・平等な人

間④あり方を確認することから出発して、現実の人間社会を見つめる。そこ

に学問の有無による生き方の差別を発見し、 「実学」を唱えたのである。と

①文章はもともと、アメリカc独立宣言の一節、 「すべて①人は平等につく

られている」 (Al l men are created equal)を表現したも①

で、人間平等とは権利通義(right)､いいかえれば基本的人権の平等を主

張している。ここから封建的な考え方を破ろうとする意図がうまれる。

(b) 目然観

福沢が科学主義を強調したことは、啓蒙思想家としての一つの目標であっ

た。かれは「物理学①要用」①なかで、 「欧州近時①文明は、みなこの物理

－85－
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学より出でざるはなし。物みな偶然にあらざるなり。 」といっている。「物

みな偶然にあらず」とは、必然性①発見、すなわち自然の法則の発見を意味

するのである。かれが東洋に欠けたもcとして唱える「数理学」とは、事物

を必然性にお､いて理解する立場、合理的・科学的な学問をさしている。この

ような科学主義の立場こそ、儒教思想の根本的な変革であり、倫理学を根底

とする儒教思想にかわって、自然科学が新しい時代の学問の原理にならたけ

ればならぬという主張であった。このような自然への主体的な態陵の確立は

必然的に既存の封建的な秩序の打破をめざすことになるのである。

(c)倫理観

福沢①意図した身分秩序の打破は、儒教的倫理観の破壊であり、根本的に
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は価値観C変革を意味する。因習とか迷信でさえ、既成の価値意識とのつな

がりがある。かれが楠公権助論を唱えたり、鬼が島の宝とりを非理としたの

も、価値転換のため①ショック縦法といえよう。 「文明論の概略」c産かで

「利を争うは、すなわち理を争うことたり」と述べたのは、利の追求を倫理

化する意図からであった｡それは封建社会c金銭観を破り、労働の価値を正

当化しようとする、市民社会の金銭観ともいえる。かれの私熟にお､いて授業

料をとり世人を鷲かせたが、金だけとって水引をかえしたという○かれは日

常生活のすみずみにしみこんだ既成の価値意識を破ろうとしたCである。

＜参考文献＞

「福沢諭吉」 月本の名著 中央公論社 ¥780

「福沢諭吉」 小泉信三箸 岩波新番 ￥150

｢福沢諭吉」 鹿野政直著 消水審院 ￥200

障問のすすめ」 福沢諭吉著岩波文庫 ￥100
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3{蔑雰調主題.類型別観点からの指導
内容の精選

(1)第三分科会の研究経過報告
世話人沼田俊一

寺島甲祐

瞬1回】 7月，日於都立小平高校 ，0名

研究部長より「主題・類型月臓点から指導内容の鞘選を研究する分科会」

であるという趣旨の説明があり、年間の研究予定をたてた。夏休み中にどん

を主題別あるいは類型別①考え方がありうるかを、 4冊c改製教科書を手が

かりに各人が自由に製作して持参することを宿題とした。

鯵2回】 9月13日於都立鴬宮高校9名

士m2日の午後、先の宿題に対して、コンブリ、佐盈木、中村、寺嶋、沼田

の各氏から提案があったが、結局全体構造（三分野を総合した立場）の中で

主題を設定するという立場で提案したコンブリ案に質問が集中した。しかし ，，

まだ決定とならず、コンブリ案Cような類型の考え方で、今後の研究に支障

はないかどうか、次回までに.考えてくることになった｡話し合い①中で用語
． : ．

に定義づけが行われた。 「主題」とは思想史棚いの反対概念である。しか

し、三分野④各′々についても主題的扱いが可能である。つ萱クプーマ＠よう

なもの、たとえば幸福自我、自由などを主題と呼ぶことにしよう。 「類型.l ･

とは個盈の主題に対して違ったいくつか②考え方があるはずである。その世

界観の差が「類型」によって分けることができるのではあるまいか。つ玄り

いろいろな世界観の類型があり、それをもとにして個々の主題を考えること

ができるというもcであり、話し合いを一歩前進させるも④として有意義な

見解であった。

鯵3回】 10月25日於私立育英工業高専6名

寒冷強雨の悪条件下に話し合いが進展し、重要な研究の大綱が決まった。

ﾛ）主題別、類型別織成は世界観、人生観のところだけに限らず、三分野を

くずし、いわば縦割りc形で主題別、類型別の指導法を考える。問題点とし

－87－
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錨藍

1

て、④第一分科会の研究と夕．ブルことにならないか。、あをり広げた形
？

では焦点がぼけるのではないか。e心理学．社会学等c事実科学の上に、

価値観・世界観等を取り扱うcは困難でばたいか、の三点が指摘され､討議

①結果、 SeinとSollenを同時に取り扱う研究も有意義であり、むしろ

その方が倫社教育としては望室しいのではないかということになった。そこ

で再度コンプリ案について主題を検討し、次節に述べるような主題の決定を

見た。

【第4回】 11月27日於都立四谷商業高校8名

前回④主題数は2単位では少し多すぎるようであるが、いずれも重要な主

題と考えられるので今回は一応そcま戎認める。報告番の執筆を前提として

"の話し合いに移り、分科会としては、 Seinとして事実を示し、それに対し

て、相対立すると思われるいくつかのSollenに考え方（思想）を類型的

に示すのがよいであろう、また、一つの主題の中には結局Sein,Sollen
心理学・社会学・倫理学の問題が全部含まれていて完結しなければならない
ということが確認された｡主題を分担し､会を閉じた。
（2） 「主題・類型別観点からの指導内容の精選」

の考え方

第三分科会①研究経過を省ると、精選①観点は「倫社の指導内容は多すぎ
るから減らそう」という立場ではなくて「倫社指導に必要不可欠なものは何
であるか、蚕た、その指導I跡をどう配列したら一番効果的であるか」とい
う立場で一貫しており、そc過程で内容をどのように鞘選したらエいかとい
う問題に取り組んだ。

まず主題の薗劉は、個人→社会→世界とい鉱うな広がりを考えて、それ
ぞれの次元で人間とは何かを考えさせるようにする。類型は主として思想の
類型＠中に集約したも､が次の主題名である｡番号の前､◎日iについては、
各会員が分担して具体例を研究した主題であり､後に展開例を述べる。
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第1編 個性における人間の理解

①青年期一人間のめざめ、性と人間

◎②人間①行動一分析心理学（フロイト ・フランクル）自由意志と

決定論、性善説と性悪説

◎③道徳と人間一功利主義、カント、自然法と実定法、キリスト教

の道徳、道徳と世界観

④意識・思考の世界と人間－アリストテレス、ベーコン、デカル

ト、パスカル、コント、知行合一、知識と悟り

⑤感情④世界と人間一合理主義と感情主義、芸術と感情、日本人

の感情の特徴

第2綿 社会における人間の理解

①個人と社会

◎②文化と人間

③経済・労働と人間

④現代社会と人間

◎⑤家庭生活と人間

⑥地域社会と人間

◎⑦国家と人間

⑧国際社会と人間

⑨民主主義と人間

第3編 世界における人惜jの理解

◎①宇宙における人間①地位（世界観の問題提起）

◎②世界、と①妙なる存在一世界観の展望（主な世界観のまとめ）

◎③人間．この未知なるもの－人間観の展望（主な人間観のまとめ）

◎④宗教と人聞く以上①～④が世界観へ④序章（導入）となる。＞

⑤西洋④代表的な世界観一類型別一

1． 不可知論－スペンサー

少

タグ

口

9イ

I
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2． プラグマチズムージェームズ・デューイ

3．機械論的唯物論一エピクロス

4． 弁証法的唯物論－マルクス
噂

5．現象論一フッサール

6.観念論一ヘーケル

7．汎神論一ストア

8．二元論一一 ソクラテス・プラトン・アリストナレス

9． 創造論一キリスト教回教

⑥インドの世界観一バラモン教・原始仏教・大乗と小乗

⑦中国の世界観

1． 儒教の思想一天の思想孔子、孟子、笥子

2．道家の思想一老子、荘子

3． 現代の中国思想－毛沢東

⑧キリスト教の世界観

1． ユタ・ヤ教

2．初代キリスト教

3． キリスト教c発展－パウロ、アウグスチス、 トマスーアキナ

ス、ルタヘカルピン、現代のキリスト教

⑨日本の世界観

1． 古代日本人の考え方

2． 日本c仏教

3． 日本④儒教

4． 日本のキリスト教

5．西洋思想の受容

⑩結論一ヒューマニズム

I
◎

◎

。

◎⑥

(寺島・沼田記）
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(3) 人間の行動

都立四谷商業高等学校永上鐘朗

＜精選の視点＞

人間の行動は欲求とその満足によって終るが現実には誘因①多様化によっ

て価値葛藤が行われ、行動が選択される。欲求は一次的なものから二次的な

ものへ高められが、すべての欲求が満たされることはないから欲求不満が起

る。これをどのようにとらえ克服していくかが価値ある行動にとって問題と

なる。ここでは行動に介在する素質と環境c二つの要因をとり出し人間形成

を考えていきたい。人間の本性は善とみるか悪とみるかによって分かれるが、

人間の本質むみでなく存在①様態を問うことが人間性の問題となろう｡-素質

を環境とのかかわりの中で、環境を生きた人間①関連で把え、これら内外①

要因を相互に見ていくところに決定論が成立する。又人間はこれらを止揚し

つふ主体的決断によって自己を選択していくのである。と》に道徳との関連

を見出す。とcようなアプローチが心理学ではどのエうになされつふあろう

か。フロイトはワトソニズムc皮相な行動主義に対して存在①深層を見出し、

クレッチマーの素質決定論に修正を行いヴィクトリヤ朝④偽善を難いたとい

われるが、それすら理論c制約を免れず人間心理をメカニズムとして分析す

るにとどまった。それ故ユング・アドラ・ピンスワンガー、殊にフランクル

はフロイトの決定論的汎性慾論を批判する中で精神分析→現在在分析→実存

分析への道を開き、現実を重んずる平面的をもCから未来へ志向せんとする

ものへと行動を深め価値化を試みた。こうして主体的な実存把握が可能にな

ったCである。以上を要約して次④三点に整理したい。(1)性①善悪①問題を

人間の本質・素質と考える性善説・性悪説についてに)人間cあり方としての

決定論に対する非決定淵3)フランクルのロゴセラピーと実存分析

jj
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＜指導のねらい＞

(1) 自分の性格の弱点を見つめその克服を考える

(2)現代社会①特色と慾求不満の現状を考えたがら自分の行動を検討する。

(3) 良識ある判断と責任ある行動とはどういうものか

(4) 実存主義的人間学の背景と流れ

(5) 実存分析が青年期心理の人間形成に果す役割（不安．死．愛・価値・ ）

青年期の悩みが通俗的な問いにあきたらず人間の生存にか＆わる根湖的問い

かけや未来への問いかけ①世代であることを考慮するとき、実存分析①立場

がか＆る青年に深い自己洞察をもたらし局所的な性格特性．症候をなおすと
ころになく全人生に対する構元や世界観にかふるものであることを考えさせ
る｡

く指導内容＞

0） 性c善悪

人間の本性を善とみるか悪とみるかは古来さ.まざ雀である。東洋では孟子
が四端の心をむく性善説を主張した。しかしこれは現実を無視することにな
りかねない。現に人間は悪へc可能性をもっている。悪は人間の外にあり、
感覚がそれにひかれることより内なる善性がくらまされるというものである。
とするとむしろ現実に対する道徳的要請といいえよう。葡子はこれに対し、
人間の本性が善であればどうして聖道が必要であろうかと反論し性悪説を唱
えた。孟子は人間の内心にある貴重な道徳的欲求を重視してそれを性と主ん
だのであるが、笥子は利益を追求する感覚的欲望を重視して性の概念を規定
したととにたる。しかし二つの立場は人間に本来共存する契機をなすもので
ある。性は「未発の中」であり中正で善なるものであるが、情に動いて過度
に流れるところに悪が生ずる｡(朱子）こうして善の心にひそむ悪礎の叫びは
悲しい人間の根源的事実であり、ここにうごめくところに迷妄がある。行為
の価値判断の上では善は動機論・悪は結果論の立場をとるものである。
(2)決定論と非決定論

－92－
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a ・決定論とは原理的には現象界におこる自然の因果律によって人間存在が

本質的に規定されるという考え方であり、人生観におけるペシミズムととも

に宿命論を意味する。これに対しカントは人間の行為の価値を内的世界から

発する自己の厳しい良心①命令に従う.ところにありとした。自己立法①原理

は「意志の自律の原理」として万人に妥当し、意志の選択は普遍的法則への

意慾の中にふく玄れたければたらない。こうした自己の内的決定による自律

的自由と寅任こそ人格形成に不可決な契機をなすもCである。カントは人間

をか出る自然界に属するものとして有限性を認めつつ可能的存在として道徳

的主体としての人間の価値に無限の信頼をおいたのである（倫理的自由）

b ."f .現代の実存主義哲学が形成された200初頭以来①流れは科学的物

質的な生産技術優位の時代であった。すべてが機械化され､人間が大衆に埋

没し、真に自己の姿を見失う状況から生まれた。二度にわたる大戦は人類に

深刻な反省を促し、今や重要な課題は「人間とは何か」というより「人間と

はいかにあるか」という点に深められた。このことは人間を普遍概念によっ

てではなく、個別的具体的存在として対他的に環境との深いか鼻わりを通じ

て自己を実現していく「世界一内一存在」とし莚把えることになった。この･ ■ F

ような志向性は唯物論にみられる環境決定論に対して自由な主体としての人角

間存在の意義を明らかにしたのである。 （実存的自由） … ‘

ロ ．科学主義の世界観はすべてのものを単純に｢元素」に「環元」できる事

実を発見した。フロイトは一種①科学主義の立場から人間のぞ.言ソナリプィ
00

－をエス、自我､超自我①構成体と見て､鞘神現象は異匁曇塞素①相互作用

から発現されると説いた。これは「本質主義」に立脚するも①であ.り、その

限り精神分析は決定論たるを免れえない。これに対し実存思想の立場から人

間を全一的に把えづ1人間存在の自由と貿任性を強調したのがフランクルであ

ったd-{.(実存分析的自由）

‘？ ． … ：
‐； ‐ ． .
｡ ．↓幸

フランクルは人間を分析的にではなく統体的に示し、身体的・心理的．精
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神的な人間④層構造によって精神分析によるフロイトの「快楽の意志」とア

ドラーの個人心理学による「権力への意志」とともに「意味へ①意志」であ

る精神性を強調した。この人間観はデカルト以来④身心＝元論に対立するも

のであり又、経験哲学に根拠をもつ行動主義C物質的一元化（ワトソン主義）

に反対するものである。と①精神的なもむから行う心理療法がロゴセラピー

と呼ばれ、人格的精神的実存の深さを測るという意味で精神的友も①に向け

られる療法が実存分析①立場である。フランクルは人生において実現すべき

三つ①価値として①創造価値②体験価値（愛・同情といった績極的な感情を

体験することによってえられる）③態度価値（玄たは苦悩④価値）を考え、

とのう'ち最後のいかんとしがたい苦悩c価値を最高のもcとした。人間はい

かなる状況下にあっても使命的性格をもち、 「責任に向っての」決断を求め

られている。ヤスパースのいう「決断する存在」である。フランクルはフロ

イトとアドラーc立場を克服して意識性と責任性を強調し、人間存在の独自

性と一回性（代替不可能性）に注目したのである。そして人生において自ら

が主体的に責任と勇気をもつことを要請した。かくして彼は心理療法の面に
● ● ●

お､ける出会いを通じ、神経症①精神に対する呼びかけを通じて本来の実存に

ひきもどそうとする。生きんとする意志は「生命への畏敬」にも似て気高い。

以上のエうにフランクルのロゴセラピーは、人生を意味と価値とで充足する

ことを説く点で極めて倫理性が高く、しかもこれが先験的にではなく、具体

的な人間存在の分析の中から引き出される点に特色がある。
＜参考文献＞

フランクル著作集「死と愛」墓,660 「時代鞘神①病理学」￥500

みすず書房道徳形而上学原論カント 岩波文庫￥10O どうしたら幸

福になれるかW・Bウルフ岩波新書 （上） （下）各￥15o

孟子 金谷治岩波新書 薯150輔神分析入門フロイト

世界の名著中央公論社蔓480
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(4) 人間と道徳

東京都立4坪高等学校井原茂幸

＜精選の視点＞

人間は、自己とは何か、自己のおかれている世界とは何かを探求し、自己

と世界を調和統一して自覚的に生きようとする存在である。哲学は実にこの

自己と世界とのかかわり合いを究明することにあるCである。

さて人間とは何か、人間の正しい生き方は何かを具体的な生活の諸問題に即

して答えるものが道徳であるが、との判断や行動の原理を理論的体系的に捉

えようとするのが、倫理思想である。これらの道徳思想はいずれも人間観・

世界観をその根底にもっている。従って倫理思想を取扱う場合には、その根

底にある人生観・世界観を理解することが絶対必要になってくる。世界観を

大別して(a)存在①法則によって価値を規定しようとするもの、 (b)逆に価値の

原理によって存在を規制しようとするもの、 (c)存在と価値にそれぞれ別個の

領域を認め、この二元的世界を宗教によって統一しようとするものに分類す

ることができる。いま西洋の代表的倫理思想をこの類型に従って分けると次

の基本的な三つの道徳説が挙げられる。

すなわち(1)功禾住義的倫理思想(2)目的論的倫理思想(3)形式主義的倫理思

想がそれである。そして(1)①倫理説には、ベンサム、JSミル④功利説、ス， ，

ベンサーの社会進化論的倫理説、ホップス、ロックなどの自然法思想が、 (2) ．

④倫理説には、キリスト教の道徳説、ギリシヤの道徳説、スピノザ、ライフ・

ニツツ、ヘーケルなどの倫理思想が、 (3)の倫理説には、カント ・デカルト ・

ルソーなどの道徳説が含まれる。ここではその基本的な考え方として功矛住

義、キリスト教、カント①批判主義の道徳思想を取上嘘その考え方を理解

することによって人生c基本的な見方や考え方を養わせたい。

1
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＜指導のねらい＞

以上①三つc代表的な倫理説について次の観点からそ①考え方を理解させる

(1)人間の本性をどうみているか(2)道徳の原理を何に求めたか(3)動被説に

立つか結果説に立つか(4)個人と社会の立場をどのように調和させようとし

ているか (5)何を善と考えたか (6)徳と幸福の問題をどう考えたか (7)自己

℃道徳的判断と社会規模をどう考えたか

現代における人生観・世界観は多様であり、善ないし価値観も多元的である。

従って特定の世界観や価値観を学ばせるだけでは意味がない。生徒がこれら

さをざをな考え方を主体的に受けとめ思考して、自己の人生観世界観を確立

:する上でのヒントを与えることにねらいをおきたい。

'．＜指導内容＞

･. ‘功利主義・自然法思想 功利主義の倫理思想は、自然科学的身体的人間

観から出発する。人間の自然（本性）は快楽を求め苦痛をさけるエうにつく
〈 ‘ 0

． ．である｡‘との本源的欲求は善でも悪でもなく自然的である。功利主義はこの

．魑羨的事実に立って人間c望童しい生き方を探求する。そして何が望ましい

かを示す証拠は、JSミルCいうように「人がそれを望んでいる事実以外に

ない』cである。

,人間の欲求の対象となるもcは善であり、嫌悪の対象は悪である。ベンサム

は善行為はその結果もたらされる快、幸福①盆が苦不幸との相対的関係に

'おいて最大となる生き方である。彼はこの考えを社会に押し広げ、 「最大多

数め最大宰祷jという道徳の原理を導き出した。JSミルは快楽には質的差

《違があ．らとじて量計算に反対し、鞘神的快楽に人生の崇高な価値を認め『己

‘れむ欲する!之とを人に施せ、己れを愛する如く隣人を愛せよ」というキリス

常'ﾄ教の道徳に功利主義の極致をおいた。しかしながら個人①幸福の追求が直

ちに社会⑦幸福につながるとはいえたい。この二つの価値を結びつける原理

としてベンサムは法律的制裁を．JSミルは人間①道徳的心情を重視した。

・ －96－
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自然法は人間社会①存在④原理であり法則である。ヒュームによれば政府は

暴力によって成立したものであり、そc正当性は非理性的慣習と有用性にも

とづくとされる。自然法思想はベーコン以来の科学的経験的認識によっても

たらされる社会①存在論的思想である。各人①自然権をより安全により確実

に保持するために自然法は存在するのであり、その保障cために契約会社が

必要になる。自然法思想にとって殿も基本的な観念は自己保存c原理である。

社会契約①内容はそれぞれホップス、 ロック、ルソーによって異茂るけれど

もその共通した考え方は、キリスト教にお､ける神と人間との契約と異なり、

平等な人間相互間の契約に存する点にある。しかもと①契約c内容は神から

の啓示によるのではたく、各人の自由意志ないし一般意志にもとづくもので

あり、人間c理性的承認を得たもcである。そしてそ①実行性①保障をロッ

クは抵抗権に、ルソーは革命権に求めたのである。

このような社会契約説は、そc基礎を人間観に置いている。ホッブスによれ

ば人間の本性は利己的であるから社会は自ら「万人の万人に対する斗い』と

いう状態を現出する。ロックは人間を欲望と共に理性をもつもcとして、ル

ソーは本性を善なるも④とみてそれぞれ自然状態を平和又は理想社会と考え

る。こうした人間観①相違が社会契約の内容の相違を生み出している。

キリスト教①道徳思想 キリスト教的世界観は価値によって存在を統一し

ようとする考え方に立つ。価値c根拠は人間からではなく、人間を超越した

神から与えられる。キリスト教によれば、人間存在は原罪をもつも①として 4 ．

悪であり、とc悪から救われる道は神①愛とイエスの十字架cみである。

善の根拠は超存在的な存在そのもの①原因にあり、そこでは神④愛．村ゆこ

とばのみが善である。他面人間はまた悪から救われ得る可能的存在として、

即ち善への自由をもつも①として語られる。そしてこ①可能的存在を救済へ

と結びつけるも①が信仰であり、信仰によって①み悪なる存在が始めて善①

光に照らされる＠である。この現実世界は究極的には神の摂理によって支配

され秩序づけられているのである。

－97－
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との摂理①認識は理性だけでは不十分であり、知情意をあげて心全休の愛求

を必要とする。アウグスチヌスによれば人間は神によって発展する種として

つくられ、完全で秩序ある状態へと創造される。悪の根源としての自由意志

と欲望は信仰によって傲慢さと堕落を拭い落されなければたらないのである

カントc道徳論 カントは存在（現象界）と価値（叡智界）の客観的成立

条件を吟味し、その二元的認識の上に立って統一の途を探求しようとした思

想家である。この立場は批判主義と呼ばれる。彼は科学的自然と倫理的価値

,の領域を峻別し、存在の論理的分析を通して自然学の形而上学的基礎づけを

庁なうと共に価値の論理的分併を通して規範倫理c形而上学的基礎づけを行
なった。

カントの倫理説は動機の純粋性と道徳法則の普遍妥当性において成立ってい

る。そして道徳法則c原理を自由友人格をもつ純粋意志に求め、存観的には

道徳法則に対する理性の普遍的認識に、主観的には道徳法則に対する尊敬と

義務の感情に道徳的価値c根拠を:ち､いた。更に彼は幸福を人間①存在ないし

欲求にもとずくものとして、道徳の原理とすることを拒み、義務と共存する

限り他人の幸福を希うととを道徳として認めた。しかし、徳と幸福を望むこ

とは人間の自然であり、その一致こそ最高善の理念であるがそ①実現c可能

性は宗教への要請として求められる。即ち世界ば目的論的に見れば終局的に

は両者の異質的価値が－致するようにつくられていることへの確信がそこに
ある。

＜参考文献＞

功利主義論 JSミル世界の名著中央公論社 ¥550

社会契約論 ルソー 岩波文庫 ￥，00

新約聖書略解 山谷、高柳．小ﾉI編日本基督教幽出版部￥’000

道徳形而上学原論 カント 岩波文庫￥，00
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(5) 文化と人間

東京都立荻窪高等学校小川一郎

＜精選の視点＞

ここでとりあげる「文化」は、社会の全生活様式をさす。高尚であり望を

しいとみなされている稲神的友もcだけをさすのではない。すなわち。ピア

ノを弾いたり、詩を読んだ，、名画を鑑賞することだけ①文化を意味しない

のである。人間を人間たらしめている「文化」、このような広い瀞朱で考察

したい。

文化のもつ領域はきわめて広く、問題とすべきこともいろいろある。ここ

では基本的な問題として、文化とは何かを人類の発生の原点にかえって考察し

現代社会の文化の特質を個人とのかかわりという観点から明らかにしたい。

＜指導のねらい＞

以上の視点から真に人間生活を豊かにするものは何か、蚕た、文化をもつ

人間e特性は何かを把握させ、文化創造の意欲と筋道を示唆したい。

（1） 道具、ことばの使用、社会生活

（2） 文化の機能と科学・技術の発達

(3) 文化④継承と日本文化の特徴

(4) 文化の創造 ‘ ，
これらの項目から、生徒の生活経験をゆり動かし、広い視点から自らの問

題を考えることができるようにしたい。社会現象や文化現象を見るわたくし

たち④眼は、ややもすれば近視眼的であったり、皮相的であったりすること

が多い。根本的な問題は何かを把握して、ことに対処できることを指導①ね

らいとしたい。

＜指導内容＞

(1) 文化をもつ人間一道具とことばの使用、社会生活。動物と比較すると

－99－
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人間cすぐれた特性は明瞭である。こ①点を人類①誕生にさか①ぼって考

えると、直立＝足歩行の意義は、 きわめて大きいといわれている。手が自由

になり、道具の使用が可能となり、腕が発達した。玄た脳の発達は道具を進

歩させ、ことばの使用に進注せ、社会生活を行わしめた。これらが雀た脳の

発達を促がすというような相互作用に上り文化を発達させた。

道具の発達c歴史は人類発展の歴史といわれる主うに道具により人鋼ま自

然に働きかけ生活を豊かにしてきたか．ここでは「ことば」の働きと文化の

発達を中心に考察したい。

ことば②機能の一つは経験c蓄積であり、一つはコミュニケーシヨンであ

る。道具の発達も経験の積み重ねにより可能となった。親は子に、子は係に

自分たち④経験をことばでつたえ、そのうえによりよいものが創造されてい

った。人間と人間をより密接に結びつけたcもことばによるコミュニケーション

c機能であろう。未開人はことばにより危険を知らせあい、猛獣とのたたか

いでは多<C人間の連けいと道具により勝利をおさめた。人間が「社会的人

間」といわれるのもことば④力にエる。社会生活による生産の分業は能率を

いちじるしく高め、生活を飛や〈的に高めた。

このように、道具、ことばの使用、社会生活が人間生活に果たす役割はき

わめて大きい。未開社会はこのことをはっきりした形で示す。ところが複雑

な現代社会の中では見落しがちである。この点をはっきりお､さえて現代社会

の文化を把握することが、わたくしたちの生活を真に豊かにするのである。

(1) 文化④機能と科学・技術の発逮

文化をそ④機能から分類すると、個人に対する搬能としては、物質的文化

鞘神的文化‘制度的文化の三つになる。一方、社会的な機能としてみれば人

間生活を一定方向へ統制する面があり、制度的文化がこれにあたる。ここで

は、特に現代社会における科学・技術の急速な発達が人間生活をどCように

変えているかをこれら①三つの面から考察したい。

科学・技術の発達は、特に生活の物質的側面と制度的側面に大きな影響を

’
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